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薬学部章 

薬学部の色 

1958（昭和33）年、薬学部が独立したとき決められた薬学部章。
ギリシャ文字で「くすり」をあらわすφαρμακοの頭文字の大文字「　」である。当時はバッ
ジなどに利用された。なお、独立以前のバッジは「医学部薬学科」のため『Ｍ』だった。

薬学部第90回教授総会（昭和38年11月13日（水））協議事項「４．薬学部の表示カラーにつ
いて」の資料より作成。［同議事録６ページ］
４．薬学部の表示カラーについて
　このことについて、伊藤学部長より先般の運動会（当日の運動会では一応濃紺を使用した）
において薬学部のカラーの表示が確定してなかつたので、学生部より決定してほしい旨依頼が
あつたので諮られ、一同検討の結果臙脂色に決定した。

臙脂色

1988（昭和63）年、薬学部創立30周年を記念し、公募して選ばれた新しい薬学部章。
薬学部章の「　」を東京大学のシンボル、銀杏の葉で表す。葉の軸の部分は「∞」をかたどり、
無限の可能性『薬学部は永遠なり』を意味している。意匠は廣部教授（代謝）。

2008（平成20）年、創立50周年を記念して作成した薬学部章。
薬学を意味するギリシャ文字のファイ「　」を、東大のシンボルマークである「銀杏の葉（旧デ
ザイン）」と永遠の発展を込めた無限大「∞」の文字とで表わす。
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Message from the Dean
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東京大学
薬学系研究科長・薬学部長

三浦 正幸

研究科長・学部長挨拶

　東京大学薬学部は、明治6年（1873年）に第一大学

区医学校製薬学科が設置された時を源流とし、令和5

年（2023年）には150周年を迎えます。昭和33年（1958

年）に東京大学薬学部として医学部から独立し新たな

歩みがはじまりました。

　薬学部・薬学系研究科は800人ほどの構成員からな

る東京大学の中では小さな部局の一つです。しかし、

生命科学の基礎研究に特化した部局としては最大級で

あり、研究室間の交流も盛んな一体感にあふれた部局

です。薬学部には、薬科学科と薬学科があります。薬科

学科では、大学・国公立研究所の教員や研究者、製薬

企業における研究者の養成に主眼をおいた教育を行

なっています。基礎研究を重視した本学薬学部の風土

で学んだ卒業生は、アカデミアにおいては専門分野の

第一人者として、また、製薬をはじめとした企業では研

究・開発の中心人物として産業を牽引しています。薬学

科では、薬学部の約1割の学生が研究をしながら薬剤

師資格取得を目指し学んでいます。高度化医療、医薬

分業、医薬品の適正使用などの社会的要請に応えるこ

とのできる高度薬剤師の育成を教育方針としており、

医療行政や高度医療を担う人材が輩出され活躍してい

ます。

　薬学は低分子や中分子有機化合物を用いて疾患を

克服することに関わる学問領域ですが、近年はたんぱ

く質や核酸も取り入れた新しい手法による創薬も発展

してきました。新しい手法による創薬を可能にするの

は、疾患に関わる生命現象を分子の言葉で理解して、

その現象を化合物で操作する術を創造していく基礎研

究です。生物は有機物からなりますが、進化を経験して

洗練された生体分子の振る舞いや構造は知れば知る

ほど驚きに満ちています。生物や生体分子から学び、化

合物をデザインし、薬を生み出すことによって疾患を克

服し、健康な社会づくりを目指す学問領域が薬学とい

えるでしょう。基礎研究を最重要に進める気風は学部

創設以来連綿と受け継がれ、現在は有機化学、生物

物理学、分子生命科学、そして薬と社会との関わりを研

究する社会薬学分野での研究と教育が行われていま

す。

　私たちはこれまでに経験したことのない感染症や超

高齢化社会に直面しています。健康への難しい問題が

社会に生じている今こそ、生命や疾患に対して多様な問

いかけをして行う基礎研究を推し進めることが必要で

あると考えます。生物が長い歴史の中で獲得してきた生

命活動の仕組みには必然性と同時に偶然性があり、例

えば疾患において正常細胞が異常になる原因や異常を

修正する仕組みは一つとは限らず、多角的な視座からの

探求が必要とされます。それ故に知ることを目的とした

基礎研究は、疾患の発症にかかわる予期せぬ分子や

反応機構の発見、細胞機能を操作する新しい理論に

基づいた化合物の開発に突破口を開くことになるので

す。私たちは薬学の研究と教育を通して健康で自然と

協調した社会づくりに貢献すべく進んで参ります。
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薬学部・大学院薬学系研究科へようこそ

皆さんは“薬学部”、“大学院薬学系研究科”にどのようなイメージを持っているでしょうか。一般には「薬学部＝薬剤師
を養成する学部」というイメージが強いと思いますが、伝統的に日本の薬学部は創薬科学研究を行い、薬の専門家を
輩出してきており、その中でも東京大学薬学部は創薬科学研究の中心的な役割を果たしてきました。世界的に見ても
創薬科学研究に特化した学部はなく、世界の創薬科学研究をリードしています。本冊子は東京大学薬学部・大学院薬
学系研究科における教育・研究を紹介しております。

　薬を創
つく

るためには、生命のしくみを知り、病気になる原因
を明らかにしなければなりません。しかし残念ながら、分子レ
ベルから病態まですべての面において我々の知識は不十分
であり、解明していかなければならないことがたくさんありま
す。生化学、分子生物学、生理化学、発生学、遺伝学、免疫
学などの観点から生命現象を解明する必要があります。ま
た、薬を合成するためには合成化学や反応化学が不可欠で
す。漢方薬を理解し、それを超えるものを創り出すためには
天然物化学が必要ですし、薬の性状や生体との相互作用を
分子レベルで解明するには分析化学や物理化学が必須で
す。薬を体の目的部位に到達させるためには、体内動態を解
明し、製剤設計が必要になりますし、薬の生体作用を明らか
にするために薬理学や毒性学が欠かせません。このように、
基礎的な学問から応用的な学問まで、幅広い研究を集約す
る必要があります。また、従来の学問体系では分類できないよ
うな境界領域の研究も増えています。つまり、薬の創製はまさ
にこれら最先端科学の集大成といえます。
　東京大学薬学部・大学院薬学系研究科は「医薬品
（薬）」という難易度が高く、かつ高い完成度の要求される
「物質科学」と「人間の健康」という「生命活動の科学」の
融合を探求する場としての役割を果たしてきました。つまり、
薬が創られるまでの基礎研究に重点を置き、その専門家を養
成するための教育に力を入れてきました。薬学部は講義も実
習もカリキュラムは盛り沢山ですが、薬の専門家を養成する
ために必要なのです。さらには、医薬品に関わる経済問題、
薬剤師や国民に対する適切な情報提供、薬学と経営学の視
点をもったバイオベンチャーの人材育成にも力を入れています。
こうした教育・研究を通じて実力を養った卒業生は、大学や研
究所、製薬企業、医療行政などの分野で活躍しています。

　このように、創薬に必要なほとんど全ての領域の研究をカ
バーし、それぞれが先端的な研究を行ってきましたが、創薬
科学に新しい方法論を確立し、また世界的な創薬競争の激
化の渦中において、これまでの学問の枠組みに囚われない新
しい境界分野の研究領域を創成し、新しい発見を速やかに
創薬探索に応用していくことを薬学系研究科が中心になって
提案しました。博士課程教育リーディングプログラムにも参画
し、薬学系研究科等の研究資源を結集して有機的な連係・
学部内共同研究が推進される場として活かされています。ま
た、これらのプロジェクトへの大学院生や博士研究員の参加
を通じて若手創薬研究者を養成しています。各研究の詳細に
ついては、ホームページ（http://www.f.u-tokyo.ac.jp）を参
照して下さい。
　薬学部は学部としては一番小さいですが、発表学術論文
数、輩出している人材、教育体制など内容は傑出しています。
大学院進学率は80%以上の高率であり、卒業後は大学、国
公立研究所、企業、医療の現場など、国内は言うまでもなく
外国においてもオピニオンリーダーとして活躍しています。小
さな学部ならではの長所も沢山あります。学部としての結束力
も強く、いろいろな問題について「皆で考え、皆で話し合う」
体制が整っています。教室間の共同研究も数多く行われてい
ます。また、世界各国からの留学生を受け入れており、海外と
の研究交流も盛んに行われています。三年生は講義も実習も
全員が一緒に行うので、同級生としての繋がりが非常に深ま
ります。先輩、後輩それに教員と親しくなる機会も多く、例え
ばスポーツも盛んです。春には検見川で運動会、秋には戸田
でボート大会、それ以外にも教室対抗のサッカー、野球、バ
レーボール、バスケットボールなど親睦を深めるのに大いに
役立っています。
　薬剤師国家試験の受験資格が薬学部薬学科卒業生だけ
に与えられており、高度な医療を支える一員としての優秀な薬
剤師の役割に期待が高まっています。東京大学薬学部にお
いても少数ではありますがこのような人材の養成にも力を入れ
ています。
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薬学部・大学院薬学系研究科小史

薬
学
部

医
学
部

医
科
大
学

医
学
部

第一大学区医学校製薬学科（予科２年・本科３年）　第１回生20 名

（神田和泉町の元大名屋敷・全寮制）

東京医学校製薬学科

本郷旧加賀藩邸に新築移転

東京大学医学部製薬学科

東京大学医学部第１回卒業証書授与式　９名

東京大学医学部第１回学位授与式　１回卒９名　２回卒10 名　（製薬士）

帝国大学医科大学薬学科（修業年限３年）

薬学科としての第１回卒業式　５名（薬学士）

東京帝国大学医科大学薬学科

薬学博士学位授与　４名（下山順一郎、丹波敬三、田原良純、長井長義）

論文審査　薬学博士学位授与　１名（永井一雄）

東京帝国大学医学部薬学科

薬友会設立

母学振興期成会設置

財団法人　薬学振興会設立

東京大学医学部薬学科

（新制）東京大学医学部薬学科（修業年限　前期２年・後期２年）

教養学部より第１回生が進学

初めての女子学生３名が進学

（新制）東京大学大学院化学系研究科薬学専門課程修士課程設置

（新制）東京大学大学院化学系研究科薬学専門課程博士課程設置

東京大学薬学部薬学科（医学部より独立）

製薬化学科を新設

東京大学大学院薬学系研究科（薬学専門課程、製薬化学専門課程）

附属薬害研究施設を設置

附属薬用植物園を設置

附属薬害研究施設を廃止・転換し、生命薬学専門課程を設置

大学院の「専門課程」を『専攻』に改称

製薬化学科を薬学科に統合

学位の名称変更　　薬学士→学士（薬学）

　　　　　　　　　薬学修士→修士（薬学）　薬学博士→博士（薬学）

課程の名称変更　　修士課程→修士課程（博士前期課程）

　　　　　　　　　第一種博士課程→博士後期課程

大学院重点化（分子薬学専攻、機能薬学専攻、生命薬学専攻）

修士課程に「医療薬学コース」を設置

薬科学科（４年制）、薬学科（６年制）を設置　（2006年入学者より適用）

統合薬学専攻を設置

修士課程　従来の４専攻を廃止し、薬科学専攻を設置

博士後期課程　従来の４専攻を廃止し、薬科学専攻を設置

薬学博士課程（修業年限４年）薬学専攻を設置

1873（明治6） 9. 1▶

1874（明治7） 5. 7▶

1876（明治9） 11. ▶

1877（明治10） 4. 12▶

1878（明治11） 3. 29▶

1879（明治12） 10. 18▶

1886（明治19） 3. 2▶

1890（明治23） 7. 10▶

1897（明治30） 6. 18▶

1899（明治32） 3. 27▶

1902（明治35） 1. ▶

1919（大正8） 4. 1▶

1923（大正12） 春  ▶

1924（大正13） 4. 19▶

1925（大正14） 5. 25▶

1947（昭和22） 10. 1▶

1949（昭和24） 4. 1▶

1951（昭和26） 4. 1▶

1952（昭和27） 4. 1▶

1953（昭和28） 4. 1▶

1955（昭和30） 4. 1▶

1958（昭和33） 4. 1▶

1960（昭和35） 4. 1▶

1965（昭和40） 4. 1▶

1966（昭和41） 4. 1▶

1973（昭和48） 4. 12▶

1976（昭和51） 3. 31▶

1987（昭和62） 4. 1▶

1991（平成3） 4. 1▶

 7. 1▶

1996（平成8） 4. 1▶

1997（平成9） 4. 1▶

2000（平成12） 4. 1▶

2006（平成18） 4. 1▶

2008（平成20） 4. 1▶

2010（平成22） 4. 1▶

2012（平成24） 4. 1▶

第一大学区医学校

東京医学校

東京大学 

帝国大学

東京帝国大学

東京大学
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東京大学の薬学教育
　薬学は、医薬の創製からその適正使用までを目標とし、生命に関わる物質及びその生体との相互作用を対象と
する学問体系であり、有機化学・物理化学・生物化学を機軸に、境界領域を含む広範な研究分野から構成され
ます。本学部においては、６年制の薬学科と４年制の薬科学科を併設し、従来の創薬基礎研究者養成だけでなく、
一部ですが高度な薬剤師の教育も行います。（なお、薬学科卒業者のみに薬剤師国家試験の受験資格が与えられ
ます）それぞれの学科の選択は、教養学部からの進学段階では薬学科と薬科学科に分けることはせず、薬学部に
おける研究内容等を十分に理解した4年生の段階で薬科学科と薬学科を選択することになります。そして、大学
院博士後期課程薬科学専攻に、平成29年度までに本学に入学し、本学部薬科学科を卒業した学生を対象とした
薬剤師国家試験受験資格を得るための薬学科履修プログラムを設けています。

進学選択　第一段階 理二／理一・三／全科類
第二段階　理科

薬学部

教養学部

薬科学科

修士課程
薬科学専攻

薬学科

薬学博士課程
薬学専攻

Pharmacist

薬学科履修
プログラム

4

3

2

1

5

7

8

9

10

6

薬
学
博
士
課
程

大
学
院
薬
学
系
研
究
科

博
士
後
期
課
程

修
士
課
程

薬
学
部

教
養
学
部

大
学
院
薬
学
系
研
究
科

薬
　
　学
　
　部

教
養
学
部

博士後期課程
薬科学専攻

薬学部の教育研究上の目的【薬学部規則第１条の２】
　薬学は、医薬の創製からその適正使用までを目標とし、生命に関わる物質及びその生体との相互作用を対象と
する学問体系である。本学部は創薬科学及び基礎生命科学の発展に寄与する研究者、医療行政に貢献する人材、
高度医療を担う薬剤師の養成を教育研究の目的とする。

学科の教育研究上の目的【薬学部規則内規１】
⑴ �薬科学科は、薬学がカバーすべき広範な基礎科学の教育に重点を置き、高い能力をもった研究者、医療行政

に貢献する人材を輩出する教育・研究を行う。
⑵ �薬学科は、薬学がカバーすべき広範な基礎科学の教育に加え、病院や薬局での実務教育を通じて高度で実践

的な医療薬学の知識と技能、態度を身に付けた薬剤師資格を有する医療従事者、研究者を輩出する教育・研
究を行う。

薬 学 部 　 Faculty of Pharmaceutical Sciences
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薬科学科  ４年制

　旧課程の薬学科で進めてきた創薬科学・基礎生命科学分野で活躍する人材養成に重点を置く姿勢を引き継い
で、高い能力を持った研究者の育成を目指します。
　定員は全体の９割で、卒業後は２年間の修士課程および３年間の博士課程に進学できます。授業科目は、３年
までは薬学科とほぼ同じカリキュラムとなっており、研究者を目指す場合でも医療の現場に触れることができる
ような仕組みも作っています。

薬学科  ６年制

　医療の高度化に伴い、国民医療の担い手として、質の高い薬剤師を養成することが目的です。
　薬科学科との大きな違いは、約６ヶ月間の病院および薬局における実務実習が課せられていることがあげられ
ます。定員は全体の１割で、少数ですが質の高い薬剤師教育を行い、この分野のリーダーとなりうる人材を輩出
することを目指します。ただし、単なる職業訓練所となることは断固として排除します。日本全体としては６年制
薬学部の定員が大過剰となってしまいますが、東京大学薬学部では混乱を回避すべく、東京大学医学部附属病
院や地域の薬局と連携して、円滑な実務実習の実現を目指しています。

教育課程の編成・実施方針 
　東京大学薬学部は、学部の学位授与方針で示した目標を学生が達成できるよう、以下の方針に基づき教育課
程を体系的に編成・実施します。

・�薬学教育モデル・コアカリキュラムに基づき、有機化学、物理化学、生物化学を機軸とした講義と演習・実習
を通して、創薬科学研究および基礎生命薬学研究の基礎を体系的かつ総合的に履修する。単位認定評価は、
学力試験あるいはレポートによりおこなう。

・�薬科学科４年次または薬学科４–６年次に研究室配属となり、最先端の専門研究の現場において、課題設定能
力、研究推進・課題解決能力、ディスカッション能力、社会性、コミュニケーション能力などを修得する。単
位認定評価は、指導教員と複数の教員の合議によりおこなう。

・�薬学概論、薬学特別講義、医療薬学などを通じて、医薬に関する幅広い教養と倫理観を修得する。
・�病院実習や薬局実習を通じて、薬剤師として医療現場の要請に対応できる能力を修得する（薬学科）。

学位授与方針 
　東京大学薬学部は、学部の教育研究上の目的に定める人材を養成するため、次に掲げる目標を達成し、所定
の単位を修得した学生に４年制では学士（薬科学）、６年制では学士（薬学）を授与します。

・�創薬科学および基礎生命薬学分野の広範でかつ揺るぎない基礎学力と課題設定能力の修得
・�豊かな人間性と優れたリーダーシップ、人類全体の公共的な生命の維持や健康の増進に貢献するための責任

感、使命感、倫理観の涵養
・�国際的に情報発信しコミュニケーションをはかるための語学力と国際感覚の修得
・�薬の専門家として医療現場や医療行政に貢献するための基礎的能力の修得（薬学科）
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　薬学部における教育の中心は、薬学者としての幅広い知識と考え方を身に付けるために、また、薬学の中のど
の領域の専門家に将来なってゆくべきかを見極めるための講義と実習です。学部学生として受講する講義は薬学
のエッセンスとも言えるものです。また、薬学実習は、薬学部における研究の多様さを反映して、多岐にわたっ
ています。有機化学的なディシプリンを学び、物理化学的なアプローチの仕方を身に付け、生物現象を分子レベ
ルで捉え、生体機能を解析する方法を学ぶことができるように、全体が効率的にデザインされています。四年生
になると、各教室のいずれかに希望によって配属となり、研究に参加することを通して、薬学の最先端に触れる
機会を得ることになります。

学部のカリキュラム

■ 学部科目

２年生：Ａ１ターム
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

分析化学Ⅰ 1 分析の基礎、溶液中の化学平衡、化学物質の定性・定量分析、機器を用いる分析法について学びます。 4 6

有機化学Ⅱ 1 酸と塩基、求核置換反応、脱離反応など、有機反応の理解のための基本的な概念について学びます。 4 6

分子生物学 1 生命科学を理解するために必要な分子生物学の基礎を学びます。 4 6

細胞生物学 1 生命科学を理解するために必要な細胞生物学の基礎を学びます。 4 6

放射化学 1 医学・薬学の諸分野で不可欠なアイソトープと放射線の基礎と応用、生物影響等について講義します。 4 6

有機化学Ⅰ 1 立体化学、構造化学、酸化と還元などの有機化学の基礎を学びます。 4 6

物理化学Ⅱ 1 重要な熱力学的概念の理解と、薬学で重要な系の物理化学的考え方と手法について講義します。 4 6

機能形態学 1 薬物療法や病態を理解するための基礎知識として、各臓器の構造と機能（解剖学・生理学）を学びます。 4 6

物理化学Ⅰ 1 量子化学と分光法を理解することにより、物理化学的概念の修得を目指します。 4 6

薬学概論 1 薬学という学問のアウトライン、歴史、将来像を分かりやすく説明し、産業、医療など、社会との関わりを
考えます。また、最新の薬学研究の一端を学びます。

4 6

生物統計学 1 医薬品の評価に使われる統計学的な方法と実験法に関する講義と演習です。 4 6

4 ＝薬科学科の必修　　 4 ＝薬科学科の選択　　 6 ＝薬学科の必修　　 6 ＝薬学科の選択
＊＝指定なし（履修できるが修得単位は卒業要件の単位とはならない）

２年生：Ａ２ターム
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

有機化学Ⅳ 1 カルボニル化合物の典型的な反応性について学びます。 4 6

分析化学Ⅱ 1 化学物質の定性分析、機器を用いる分析法、分離分析法、臨床現場で用いる分析技術について学びます。 4 6

物理化学Ⅲ 1 蛋白質構造の階層性、様 な々分子間相互作用、酵素の構造や酵素反応論について学びます。 4 6

微生物学・化学療法学 1 ウイルス、細菌などの微生物に関する基礎的知識、微生物による感染症、抗菌薬やワクチンの作用機構
について学びます。 4 6

発生遺伝学 1 発生遺伝学の概説とモデル動物を用いた創薬科学への応用を講義します。　 4 6

薬理学Ⅰ 1 薬理学の基礎を学び、自律神経系や循環系に作用する薬物の作用を理解します。 4 6

機能生物学 1 生命科学を理解するために必要な細胞高次機能の基礎を学びます。 4 6

病理学 1 細胞と組織の病理変化、臨床疾患の分類や、その病態、治療について解説します。 4 6

薬物動態制御学 1
医薬品開発ならびに医薬品の適正使用を実現するために、医薬品の体内動態特性を定量的に理解する
ための理論体系である薬物速度論を説明するとともに、体内動態の個人間変動を生じる要因について解
説します。

4 6

有機化学Ⅲ 1 置換反応、ラジカル反応、酸化還元反応、付加反応などの化学反応論と化学反応を理解するために重要
な有機電子論について学びます。

4 6

創薬科学 1 製薬企業で成功した研究者を中心に、創薬の実際と将来像を語ってもらいます。 ④ ＊
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３年生：Ｓ１ターム
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

インタラクティブ
有機化学 1 演習やグループディスカッション形式を交えながら、有機化学の基礎を概観、復習します。 4 6

薬理学Ⅱ 1 中枢神経系、内分泌系、免疫系に作用する薬物の薬理作用について、身体機能および精神機能の観点
から整理して理解します。

4 6

衛生化学 1 環境物質の生体に与える影響について解説します。 4 6

臨床薬理学 1
疾患の病態生理から薬物動態、臨床薬理、臨床試験まで、薬物治療の基本と臨床開発について臨床的
側面から学びます。また、癌の診断、治療、臨床治験の実際を、臨床病理、内科、外科、放射線科等の専
門家から学び、病気としての癌の理解を目指します。

＊ 6

免疫学 1 免疫系の成り立ちと感染やアレルギーにおける免疫応答を、組織、細胞、分子のダイナミックな動きを通
して理解します。 4 6

薬学実習Ⅰ 5 有機化学の基本的実験操作の習得、基礎的単位反応と応用的合成反応を習得します。 4 6

薬学実習Ⅱ 3
生物有機化学基礎実験（天然有機化合物の抽出、単離、同定及び生合成；吸光法及び蛍光法の基礎と応
用、高速液体クロマトグラフィーの基礎と実際；薬物代謝反応実験、酵素反応速度解析；薬用植物園見学）を
行います。　　　

4 6

３年生：Ｓ２ターム
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

有機化学Ⅴ 1 生物活性を有する天然有機化合物の化学と、生合成の基礎を学びます。　　　　　 4 6

有機化学Ⅵ 1

医薬品の代謝および創薬化学の基礎、炭水化物と合成ポリマーの化学に関する講義です。P-450を中心
に酵素誘導、遺伝多型、代謝反応様式、酵素反応機構などを分子レベルで解説し、医薬品の分子設
計、化合物ライブラリー、リード化合物など創薬研究の基礎、炭水化物や合成ポリマーなどの高分子に
ついても学びます。

4 6

構造分子薬学 1 核磁気共鳴法やＸ線結晶構造解析法による、生体高分子の構造解析の基礎と実例を説明します。 4 ＊

がん細胞生物学・
バイオ医薬品 1 癌の発生から進行に関する生物学及び癌の臨床と治療法、とくに薬物療法に関する講義です。 4 6

医薬品情報学 1 医薬品情報の標準化や薬物作用の定量化に関する方法論等、医療現場に対して有用な新規医薬品情報
構築法について概説します。 4 6

薬学実習Ⅲ 3
物理化学基礎実験（薬物の体内動態データの取得及び解析法、タンパク質の物理化学的解析法および
タンパク質間相互作用の構造生物学的解析、Ｘ線解析法による分子構造の解析と立体構造の理解）を
行います。

4 6

３年生：Ａ１ターム
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

分子生理化学 1 ホルモンなど細胞外シグナル分子の受容と情報伝達について、最新の知見を解説します。 4 6

医療薬学 1 医療における薬学の理解を目標とし、医療制度、医薬品開発と有効性や安全性、疾患と治療薬、医療と
薬剤師、調剤・製剤の基礎、服薬指導と薬歴管理、臨床薬物動態学などについて概説します。

4 6

医薬化学Ⅱ 1 生理活性物質・医薬分子の有機化学、分子設計の有機化学を学びます。 4 6

疾患代謝学 1 代謝一般と、その破綻により引き起こされる様 な々疾患について解説します。 4 6

医薬化学Ⅰ 1 医薬合成を目標とする高いレベルの合成化学、遷移金属化学、複素環、天然物合成化学などの講義です。 4 6

薬学特別講義（前半） 1 生命に関わる職業人に必要な倫理観、コミュニケーションスキルなどについて学びます。 4 6

薬学実務実習Ⅰ 1
薬物代謝酵素の遺伝子多型判定を通して、今後の医療を考える上での遺伝子多型の意義やその解釈の
仕方、さらにはヒトゲノム・遺伝子を対象とした研究を行う上での正しいプロセス、倫理指針の遵守の重
要性を学びます。

4 6

薬学実習Ⅳ 5
(1) 生理化学実験　血糖値の調節（代謝生理学実験）　培養細胞の増殖応答（アイソトープ実験）　(2)分子
生物学実験　 培養細胞を用いた分子生物学の基礎実験　(3)遺伝学実験　モデル動物を用いた分子遺伝学
の基礎実験　(4)微生物実験　微生物基礎実験、抗生物質、遺伝子操作の基礎実験を行います。

4 6
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３年生：Ａ２ターム
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

医薬化学Ⅲ 1 医薬品開発に必須の有機化学の講義で、有機反応化学、生体関連反応及び生理活性物質の化学の基
礎を解説します。また光機能性分子を中心に、ケミカルバイオロジー研究を基礎から解説します。

4 ＊

天然物化学 1 局方収載生薬を中心とする天然由来薬物の起源、成分、評価、応用及び植物バイオテクノロジーについ
て学びます。 4 6

製剤設計学 1 医薬品のドラッグデリバリーシステムの他、医薬品の剤形について、設計製造法、有用性評価法について
学びます。 4 6

生物物理学 1 生体の階層性（分子から個体まで）と各階層について学びます。 4 6

医薬品安全性学 1 医薬品の安全性の科学的裏付けを、生体のストレス応答という観点を軸に、分子生物学、細胞生物学、
病態生理学ならびに社会学的な視点から解説します。 4 6

薬学実習Ⅴ 3 全身動物、摘出器官を用いた基礎薬理学実験。病理標本の観察、組織化学、細胞内シグナル伝達機構
の解析、出芽酵母を用いた遺伝子実験を行います。

4 6

薬学特別講義（後半） 1 生命に関わる職業人に必要な倫理観、コミュニケーションスキルなどについて学びます。 4 6

４年生：Ｓ１ターム
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

公衆衛生学 1 健康の概念、疫学、薬剤疫学、薬剤経済学の基本について学びます。 4 6

医薬品・医療ビジネス 1 企業や研究機関の経営とは何か、経営戦略論の基本を学び、医療・医薬産業の構造と特徴を解説します。 4 6

薬事法・特許法 1 薬事関連法規及び特許法の基本について学びます。 4 6

医薬品評価科学 1 医薬品開発と薬効評価の方法、国内外の開発環境やガイドラインについて、具体例に基づいて解説します。 4 6

　平成18年度大学入学者より、薬学教育は大きく変わりました。それに伴い、東京大学薬学部は、創薬基礎研
究者養成の４年制の薬科学科と、薬剤師国家試験の受験資格を得られる６年制の薬学科の２学科を新たに設置
しました。そして、学年進行により、新しい大学院を設置しました。
　平成22年４月に、４年制の薬科学科卒業者を対象とした修士課程薬科学専攻を設置しました。従来本研究科
では４つの専攻がありましたが、それらを統合し、専攻は一つになりました。

大学院薬学系研究科　Graduate School of Pharmaceutical Sciences

４〜６年生：（薬学科）
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

薬学実習Ⅵ 20 薬学部の教室に配属となり、薬学研究の第一線に参加すると同時に、病院薬剤部・薬局に行く前の自主
的な研究・学習を行います。

6

薬学実務実習Ⅱ 4

患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法
の実践とチーム医療・地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得します。薬学実務実習Ⅱ で
は、薬学実務実習Ⅲ・Ⅳに先だって、大学内で、薬剤師業務に必要な基本的知識、技能、態度を修得し
ます。

6

薬学実務実習Ⅲ 10 病院薬剤師の業務と責任を理解し、チーム医療に参画できるようになるために、調剤および製剤、服薬
指導などの薬剤師業務に関する基本的知識、技能、態度を修得します。

6

薬学実務実習Ⅳ 10
薬局の社会的役割と責任を理解し、地域医療に参画できるようになるために、保険調剤、医薬品などの
供給・管理、情報提供、健康診断、医療機関や地域との関わりについての基本的な知識、技能、態度を
修得します。

6

薬学卒業実習 20 薬学部（病院薬剤部を含む）の教室に配属となり、薬学研究の第一線に参加します。 6

４年生：（薬科学科）
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

薬学卒業実習 20 薬学部（病院薬剤部を含む）の教室に配属となり、薬学研究の第一線に参加します。 4
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薬学系研究科の教育研究上の目的【薬学系研究科規則第１条の２】
　薬学は、医薬の創製からその適正使用までを目標とし、生命に関わる物質、及び、その生体との相互作用を対
象とする学問体系である。本研究科は薬学の全ての分野において、最高水準の研究活動を行い、これに裏付けら
れた教育活動により、創薬科学および基礎生命科学の発展に寄与する研究者、医療行政に貢献する人材、高度
医療を担う薬剤師の養成を教育・研究の目的とする。

専攻の教育研究上の目的
薬科学専攻
　有機化学、物理化学、生物化学を機軸に最高水準の教育・研究活動を行い、化学系薬学、物理系薬学、生物
系薬学など薬学がカバーすべき広範な分野をリードする優れた創薬科学研究者、基礎生命科学研究者を養成す
ることを目的とする。

薬学専攻
　医療薬学、社会薬学、創薬学を機軸に最高水準の教育・研究活動を行い、医療系薬学、社会系薬学、創薬系
薬学などの分野で実践的な研究能力を有する優れた先導的薬剤師、医療行政従事者、創薬開発・研究従事者を
養成することを目的とする。

　平成24年４月には、修士課程薬科学専攻修了者を対象とした博士後期課程薬科学専攻（修業年限３年）と６
年制薬学科卒業者を対象とする薬学博士課程薬学専攻（修業年限４年）を設置しました。また、博士後期課程
薬科学専攻には東京大学薬学部薬科学科（４年制）卒業者が薬剤師国家試験受験資格を得るための薬学科履修
プログラムも設けました（平成29年度までに本学に入学し、本学部薬科学科を卒業した学生が対象）。

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
修士課程
　東京大学大学院薬学系研究科修士課程は、学位授与方針ならびに教育課程の編成・実施方針を踏まえ、有機
化学、物理化学、生物化学を機軸に最高水準の教育・研究活動を行い、化学系薬学、物理系薬学、生物系薬学
など薬学がカバーすべき広範な分野をリードする優れた創薬科学研究者、基礎生命科学研究者を養成することを
目指しています。このような目標のもと、薬学系研究科修士課程では、深い専門性に根ざした薬学的な思考法、
論理的で先端的な方法論や分析能力などを身につけることができる人、ならびに高度な知識と研究能力を礎とし
て薬学がカバーすべき広範な基礎及び応用科学の諸分野をリードし、将来にわたり国際的な活躍を目指す人を求
めています。
　入学者選抜においては、筆記その他の方法による専門試験、口述試験、外国語試験及び出身学校の学業成績
により、上記の分野に関する基礎的知識、専門的知識及び英語能力が問われ、人物像等を総合して判定します。

博士後期課程
　東京大学大学院薬学系研究科博士後期課程は、学位授与方針ならびに教育課程の編成・実施方針を踏まえ、
有機化学、物理化学、生物化学を機軸に最高水準の教育・研究活動を行い、化学系薬学、物理系薬学、生物系
薬学など薬学がカバーすべき広範な分野をリードする優れた創薬科学研究者、基礎生命科学研究者を養成する
ことを目指しています。このような目標のもと、薬学系研究科博士後期課程では、深い専門性に根ざした薬学的
な思考法、論理的で先端的な方法論や分析能力などを統合的かつ自主的に身につけることができる人、ならびに
高度な知識と研究能力を礎として薬学がカバーすべき広範な基礎及び応用科学の諸分野を発展的にリードし、将
来にわたり国際的リーダーとしての活躍を目指す人を求めています。
　入学者選抜においては、筆記その他の方法による専門試験、口述試験、外国語試験、修士の学位論文又はこ
れに代わるものの審査及び出身学校の学業成績により、上記の分野に関する専門的知識及び英語能力が問われ、
発表能力、人物像等を総合して判定します。
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教育課程の編成・実施方針
修士課程
　東京大学大学院薬学系研究科修士課程は、研究科の学位授与方針ならびに入学者受入方針（アドミッション・
ポリシー）で示した目標を学生が達成できるよう、以下の方針に基づき教育課程を体系的に編成・実施します。

・�２年以上在学して、薬学系研究科が掲げる教育理念・目標に沿って設定した有機化学、物理化学、生物化学
を機軸とする講義科目を履修する。単位認定評価は、学力試験あるいはレポートによりおこなう。

・�研究室に所属して研究指導を受け、最先端の専門研究の現場において、課題設定能力、研究推進・課題解決
能力、国際誌からの情報収集能力、ディスカッション能力、社会性、コミュニケーション能力、成果発信能力
などを修得する。

・�修士論文を執筆、提出し、修士発表等の所定の試験に合格することが修士課程学位授与の要件である。学位
授与の認定評価は、主査および副査の指導教員とその他の複数の教員の合議によりおこなう。

博士後期課程
　東京大学大学院薬学系研究科博士後期課程は、研究科の学位授与方針ならびに入学者受入方針（アドミッショ
ン・ポリシー）で示した目標を学生が達成できるよう、以下の方針に基づき教育課程を体系的に編成・実施します。

・�研究室に３年以上所属して研究指導を受け、最先端の専門研究の現場において、課題設定能力、研究推進・
課題解決能力、国際誌からの情報収集能力、ディスカッション能力、社会性、コミュニケーション能力、成果
発信能力、研究指導能力などを修得する。

・�博士課程学位論文発表等の所定の試験に合格することが博士課程学位授与の要件である。学位授与の認定評
価は、主査および副査の指導教員とその他の複数の教員の合議によりおこなう。

薬学博士課程
　東京大学大学院薬学系研究科薬学博士課程は、研究科の学位授与方針ならびに入学者受入方針（アドミッショ
ン・ポリシー）で示した目標を学生が達成できるよう、以下の方針に基づき教育課程を体系的に編成・実施します。

・�高度な先端医療や臨床開発を担う指導的薬剤師として、専門知識と技能、臨床研究を企画・遂行できる能力
を修得する。

・�研究室に４年以上所属して研究指導を受け、最先端の専門研究の現場において、課題設定能力、研究推進・
課題解決能力、国際誌からの情報収集能力、ディスカッション能力、社会性、コミュニケーション能力、成果
発信能力、研究指導能力などを修得する。

・�博士課程学位論文発表等の所定の試験に合格することが博士課程学位授与の要件である。学位授与の認定評
価は、主査および副査の指導教員とその他の複数の教員の合議によりおこなう。

薬学博士課程
　東京大学大学院薬学系研究科薬学博士課程は、学位授与方針ならびに教育課程の編成・実施方針を踏まえ、
医療薬学、社会薬学、創薬学を機軸に最高水準の教育・研究活動を行い、医療系薬学、社会系薬学、創薬系薬
学などの分野で実践的な研究能力を有する優れた先導的薬剤師、医療行政従事者、創薬開発・研究従事者を養
成することを目指しています。このような目標のもと、薬学系研究科薬学博士課程では、深い専門性に根ざした
薬学的な思考法、論理的で先端的な方法論や分析能力などを統合的かつ自主的に身につけることができる人、な
らびに高度な知識と研究能力を礎として薬学がカバーすべき広範な基礎及び応用科学の諸分野を発展的にリード
し、将来にわたり国際的リーダーとしての活躍を目指す人を求めています。
　入学者選抜においては、筆記その他の方法による専門試験、口述試験、外国語試験及び出身学校の学業成績
により、上記の分野に関する専門的知識及び英語能力が問われ、発表能力、人物像等を総合して判定します。
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学位授与方針
修士課程
　東京大学大学院薬学系研究科修士課程は、研究科の教育研究上の目的に定める人材を養成するため、次に掲
げる目標を達成し、所定の単位を修得し学位論文審査及び試験に合格した学生に修士（薬科学）の学位を授与
します。

・�創薬科学および生命薬学分野の広範でかつ揺るぎない学力の修得
・�創薬科学および生命薬学分野において、科学的に追究するに値する研究課題を設定できる能力、および研究

推進・課題解決能力の涵養
・�自他の研究を本質的かつグローバルな視点から評価し、建設的に批判・議論できる能力の涵養
・�豊かな人間性と優れたリーダーシップ、人類全体の公共的な生命の維持や健康の増進に貢献するための責任

感、使命感、倫理観の涵養に基づく研究遂行能力の獲得
・�国際的に情報発信しコミュニケーションをはかるための語学力と国際感覚の修得

博士後期課程
　東京大学大学院薬学系研究科博士後期課程は、研究科の教育研究上の目的に定める人材を養成するため、次
に掲げる目標を達成し、所定の単位を修得し学位論文審査及び試験に合格した学生に博士（薬科学）の学位を
授与します。

・�創薬科学および生命薬学分野の広範で統合的かつ揺るぎない学力の修得
・�創薬科学および生命薬学分野において、科学的に追究するに値する研究課題を自主的に設定できる能力、およ

び最高水準の研究推進・課題解決能力の涵養
・�自他の研究を本質的かつグローバルな視点から評価し、建設的に批判・議論できる能力の涵養
・�研究チームを率いて研究を達成する能力の涵養
・�豊かな人間性と優れたリーダーシップ、人類全体の公共的な生命の維持や健康の増進に貢献するための責任

感、使命感、倫理観の涵養に基づく発展的な研究遂行能力の獲得
・�国際的に情報発信しコミュニケーションをはかるための語学力と国際感覚の修得

薬学博士課程
　東京大学大学院薬学系研究科薬学博士課程は、研究科の教育研究上の目的に定める人材を養成するため、次
に掲げる目標を達成し、所定の単位を修得し学位論文審査及び試験に合格した学生に博士（薬学）の学位を授
与します。

・�創薬科学、生命薬学、医療薬学、社会薬学分野の広範で統合的かつ揺るぎない学力の修得
・�創薬科学、生命薬学、医療薬学、社会薬学分野において、科学的に追究するに値する研究課題を自主的に設

定できる能力、および最高水準の研究推進・課題解決能力の涵養
・�自他の研究を本質的かつグローバルな視点から評価し、建設的に批判・議論できる能力の涵養
・�研究チームや医療チームを率いて研究を達成する能力の涵養
・�豊かな人間性と優れたリーダーシップ、人類全体の公共的な生命の維持や健康の増進に貢献するための責任

感、使命感、倫理観の涵養に基づく発展的な研究遂行能力の獲得
・�国際的に情報発信しコミュニケーションをはかるための語学力と国際感覚の修得
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薬科学専攻
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

薬科学特別研究Ⅰ 20 （修士課程）演習・セミナーや研究室で個別に設定された研究活動等を通じて、専門性に根ざし、薬学的な思考
法、論理的で先端的な方法論や高い分析能力を学ぶ。

薬科学特別研究Ⅱ 20 （博士後期課程）研究室で個別に設定された研究活動等を通じて、深い専門性に根ざし、薬学的な思考法、論
理的で先端的な方法論や高い分析能力を学ぶ。

薬学専攻
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

医療薬学実践研究 4 高度化医療などの現場で、社会のニーズに応え得る実践的な方法論と問題意識・主体性を習得する。

社会薬学実践研究 4 医療行政など現場で、社会のニーズに応え得る実践的な方法論と問題意識・主体性を習得する。

創薬学実践研究 4 創薬などの現場で、社会のニーズに応え得る実践的な方法論と問題意識・主体性を習得する。

薬学特別研究 20 演習・セミナーや研究室で個別に設定された研究活動等を通じて、医薬の創製からその適正使用に向けた生命
に関わる物質及びその生体との相互作用を対象とした統合的な方法論を学ぶ。

共通科目
授　業　科　目 単位 授　業　概　要

基礎薬科学特論Ⅰ 2 すべての薬学系研究分野において化学的な基礎となる化学体系の概念を理解します。 ○

基礎薬科学特論Ⅱ 2 生体分子のＸ線結晶構造解析法、NMR による構造解析と、蛍光法、質量分析法による高感度分析、天
然有機化合物の生合成機構、ケミカルバイオロジーによる創薬について学びます。 ○

基礎薬科学特論Ⅲ 2 生物系薬科学分野に含まれる生化学、分子生物学、細胞生物学、分子遺伝学、疾患生物学等の基礎を
学びます。 ○

基礎薬科学特論Ⅳ 2 医療薬学分野の中から、薬物動態学、基礎薬理学、病態学、医薬品情報学、評価科学、医薬経済学お
よびビジネス学などの基礎事項を学びます。 ○

ケミカルバイオロジー
特論 2 ライフサイエンスと関わりをもつ先端的薬学研究を行うために必須な化学体系を学びます。 ○

生体分子解析学特論 2 Ｘ線結晶解析、核磁気共鳴法、１分子蛍光イメージング法や生体分子の高感度分析法などの原理を解
説し、生体分子の構造と機能の解析法と応用例を紹介します。 △

細胞生物学特論 2 細胞生物学的な視点から、生物系薬科学分野における最新の研究動向を紹介します。 △

分子生物学特論 2 生体を遺伝子やタンパク質などの分子機能から理解し、遺伝学や生化学の最新手法を会得しながら、
疾患の病態生理学を含めて分子レベルでの最先端の生物学を学びます。 △

疾患生物学特論 2 感染と免疫を主な対象に、生物学的な視点から、背景となる学問体系と疾患発症に至る機構を概説します。 △

医療薬学特論 2 医療と薬学に関する先端的な研究をオムニバス形式で学びます。 △

社会薬学特論 2 薬学と社会とのかかわりについて、情報、統計、政策、経営、製薬企業など、多様な視点から理解を深め
ます。 △

科学英語特論 2 薬科学に関するトピックスを英語で学ぶ講義で、リスニングとスピーキングの両方が鍛えられます。 ○

医薬品評価科学特論 2 新医薬品の有効性・安全性・リスクベネフィットの評価を行うための実践的な方法論及び規制の仕組み
を学びます。 ○

クリニカルサイエンス
特論 2

疾患の病態生理から薬物動態、臨床薬理、臨床試験まで、薬物治療の基本と臨床開発について臨床的
側面から学びます。また、癌の診断、治療、臨床治験の実際を、臨床病理、内科、外科、放射科等の専門
家から学び、病気としての癌の理解を目指します。

○

○は毎年、△は隔年に開講する。

　大学院における履修の主要な部分は、「特別研究」であり、各教室における研究への参加を通して行われます。
大学院の講義は修士課程・薬学博士課程の学生を対象とするものです。専門性が高く、各々の学問の最先端を
カバーし、国際的に見てもトップレベルのものです。以下にそれらのアウトラインを示します。

大学院のカリキュラム

■ 大学院科目
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研究室 Laboratory

（寄）は寄付講座
（社）は社会連携講座
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薬化学 Organic and Medicinal Chemistry

有機合成化学 Synthetic Organic Chemistry
天然物化学 Natural Products Chemistry

薬品代謝化学 Chemistry and Biology

天然物合成化学 Synthetic Natural Products Chemistry

基礎有機化学 Advanced Elements Chemistry

生命物理化学 Physical Chemistry
蛋白構造生物学 Protein Structural Biology

生体分析化学 Bioanalytical Chemistry

分子薬物動態学 Molecular Pharmacokinetics

薬品作用学 Chemical Pharmacology
機能病態学 Neuropathology and Neuroscience

医薬品評価科学 Pharmaceutical Regulatory Science

臨床薬物動態学 Clinical Pharmacokinetics

（寄）育薬学 Drug Lifetime Management

（寄）医薬政策学 Health Economics and Outcomes Research
（社）蛍光医療化学 Fluorescence Chemical Medicine

（社）分子腫瘍薬学 Molecular Pharmacology of Malignant Diseases
（社）タンパク質分解創薬 Targeted Protein Degradation

衛生化学 Health Chemistry
生理化学 Physiological Chemistry

免疫・微生物学 Immunology and Microbiology
応用免疫学 Applied Immunology
分子神経生物学 Laboratory of Molecular Neurobiology

核酸制御学 Nucleic acids research

細胞情報学 Cell Signaling

分子生物学 Molecular Biology

遺伝学 Genetics

蛋白質代謝学 Protein Metabolism
細胞分子化学 Cellular and Molecular Chemistry

発生病態学 Pathology and Development

薬用植物化学 Medicinal Plant Chemistry

薬
学
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研究室 Laboratory

（寄）は寄付講座
（社）は社会連携講座

薬
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学

D
ep

ar
tm

en
t o

f  
Ph

ar
m

ac
y

薬化学 Organic and Medicinal Chemistry

有機合成化学 Synthetic Organic Chemistry
天然物化学 Natural Products Chemistry

薬品代謝化学 Chemistry and Biology

天然物合成化学 Synthetic Natural Products Chemistry

基礎有機化学 Advanced Elements Chemistry

生命物理化学 Physical Chemistry
蛋白構造生物学 Protein Structural Biology

生体分析化学 Bioanalytical Chemistry

分子薬物動態学 Molecular Pharmacokinetics

薬品作用学 Chemical Pharmacology
機能病態学 Neuropathology and Neuroscience

医薬品評価科学 Pharmaceutical Regulatory Science

臨床薬物動態学 Clinical Pharmacokinetics

（寄）育薬学 Drug Lifetime Management

（寄）医薬政策学 Health Economics and Outcomes Research
（社）蛍光医療化学 Fluorescence Chemical Medicine

（社）分子腫瘍薬学 Molecular Pharmacology of Malignant Diseases
（社）タンパク質分解創薬 Targeted Protein Degradation

衛生化学 Health Chemistry
生理化学 Physiological Chemistry

免疫・微生物学 Immunology and Microbiology
応用免疫学 Applied Immunology
分子神経生物学 Laboratory of Molecular Neurobiology

核酸制御学 Nucleic acids research

細胞情報学 Cell Signaling

分子生物学 Molecular Biology

遺伝学 Genetics

蛋白質代謝学 Protein Metabolism
細胞分子化学 Cellular and Molecular Chemistry

発生病態学 Pathology and Development

薬用植物化学 Medicinal Plant Chemistry

薬
学

組織図 薬学系研究科の教員は薬科学専攻または薬学専攻に配置されているが、すべての教員が
薬科学と薬学の教育・研究を担当している。
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新しい分子構造と
その動的挙動が生み出す化学や機能を探求し
サイエンスとしての一般性を追求する

Organic and Medicinal Chemistry
薬化学教室

准教授
尾谷 優子
https://yakka.f.u-tokyo.ac.
jp/

教授　大和田 智彦

1. �特異な構造特性を持つ分子の合成と応用（アミドの化学、水中で安定ならせんペ
プチドの合成，機能性NOドナーの合成）

2. �陽イオン中間体（ジカチオン）の化学：多官能基化された芳香族化合物の合成へ
の応用、新しい化学結合の発見と解析

3. �特徴ある機能（生物活性等）を持つ有機分子の設計・合成・構造の研究：膜タン
パク質の機能をコントロールする分子のデザインと合成と機能；動的構造解析の
メディシナルケミストリーへのインパクト

4. �精密計算を活用する構造化学・反応機構解析、分子シミュレーションを活用する
分子設計・分子の動的挙動の解析・タンパク質の動的挙動

　薬化学教室の研究目標は、基礎科
学研究として（１）厳密な有機化学
研究を行う（２）エントロピーΔS
を考慮した有機化学研究を行う、こ
とである。この目標を具体化する研
究テーマとして、１）純粋な構造化
学研究、有機反応機構研究　２）エ
ントロピーを考慮した有機化学研究
として、分子の動的挙動や溶媒や反
応場を考える有機化学を行い、意外
な目標に見えるかもしれないが、究
極の対象として３）疾患を意識した
メディシナルケミストリー研究を目
指す。リガンドのデザインと生体分
子との相互作用の最適化において水
中など様々な周辺環境を作る環境
分子の関与を考慮できる時代がやっ
てきた。この様な状況は有機化学反
応の解析にも必要とされる。溶媒分
子を顕わに考えエントロピーを採り
入れ、分子の形の動的なダイナミッ
クスを考慮した新しい有機化学、メ
ディシナルケミストリーを実現した
い。最終的に実学の薬学研究に貢献
したい。

研 究 課 題

生体内分子を超越した有機分子を創製して、免疫制御の仕組みの解明に貢献
しつつ創薬につながるモデル分子を提案する

水中でも安定に存在するペプチド結合を持つヘリックス分子を作る
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Laboratory

1. �全合成のための新しい反応・合成法・戦略の開発
2. �生物活性天然物の全合成研究
3. �イオンチャネル形成分子の合成・機能研究
4. �抗菌分子の合成・機能研究
5. �天然物の構造と機能をモチーフとした新機能分子の創出

　当教室での研究基盤分子は、タンパク質などの生体高分子に強力に作用する極性官能基が密集し
た天然物と、生体高分子そのものの機能をもちうる巨大ペプチド系天然物です。タンパク質などの
生体高分子に比べ分子量が圧倒的に
小さい生物活性天然物は、多様な環
状構造や官能基をもつことで、その
機能情報を高密度に集積していま
す。一方、その構造は最適・最小化
されており、部分構造の欠如は、し
ばしば劇的な機能低下につながりま
す。つまり天然物を、医薬や生物機
能制御物質として応用するために
は、その三次元的原子配列を完全に
再現（全合成）する必要がありま
す。しかし、強力な機能を持つ極性
官能基密集型天然物や巨大ペプチド
の全合成には、現在でも一般的な方
法論が存在しません。我々は、この
ような高機能天然物の全合成の高度
一般化のための反応・合成法・戦略
の開発に取り組んでいます。さら
に、自由自在に三次元構造を操れる
有機合成化学を武器に、天然物が持
たない化学的性質を付与した新機能
分子や小型化されたタンパク質の創
出を目指します。

研 究 課 題

生物活性天然物の全合成から展開する科学

Synthetic Natural Products Chemistry
天然物合成化学教室

講師
長友 優典
助教
伊藤 寛晃
特任助教
萩原 浩一
特任助教
藤野 遥
https://inoue.f.u-tokyo.ac.jp

教授　井上 将行
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触媒開発に基づき、分子、機能、秩序の合成をめざす

Synthetic Organic Chemistry
有機合成化学教室

准教授
川島 茂裕
助教
三ツ沼 治信
特任助教
山梨 祐輝
https://gousei.f.u-tokyo.ac.
jp

教授　金井 求

1. �複雑分子の全合成を革新しうる触媒反応開発
2. �触媒開発を基盤とするClean, Robust, Concise 分子合成
3. �触媒開発を基盤とした新エネルギー社会への貢献
4. �触媒医療：触媒反応開発を基盤とした新コンセプトからの創薬

　分子をデザインし合成できる有機合成化学のcreativityを最大限に発揮して、（1）分子をつくる、
（2）機能をつくる、（3）秩序をつくる、の３領域の研究を進めていきます。不可能を可能とする最
先端研究を目指し、10 ～ 20 年の時間軸を見据えた骨太の研究をおこないたいと考えています。
1、分子をつくる：触媒反応開発の立場から、分子合成をクリーンでRobust（＝力強い）かつ短工
程化していきたいと考えています。独自の合成法を鍵とする、オリジナリティの高い革新的
complex molecule synthesis に取り組みます。
2、機能をつくる：新触媒反応開発により未知の可能性を持つ分子群の入手を容易とし、これを用
いた新コンセプトからの医薬リードの創出に取り組みます。また水素や酸素といった入手容易な低
分子を、合成素子およびエネルギー素子として有効に活用する触媒開発にも取り組む予定です。
3、秩序をつくる：触媒反応開発を基盤として、化学触媒が生体内で酵素を代替することで、生体
内の化学秩序に摂動を加えて病態を治療する新しいコンセプトの創成と創薬を研究します。

研 究 課 題

生体高分子を精密有機合成の範疇に取り込む

化学触媒による凝集Aβの酸素化反応と無毒化

化学触媒によるヒストンの人工アシル化反応と転写活性化
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Laboratory

生合成システムの合理的デザインにより、
新規有用物質生産系を構築する

Natural Products Chemistry
天然物化学教室

准教授
森 貴裕
助教
牛丸 理一郎
https://tennen.f.u-tokyo.ac.
jp/head.htm

教授　阿部 郁朗

1. �天然物生合成（遺伝子探索、機構解析、生合成工学、合成生物学）
2. �二次代謝酵素（反応機構解明、構造機能解析、触媒機能改変）
3. �生物活性物質の探索と単離構造決定

　有機化学を基盤とした、生命現象の解明とその人為的な制御に関する研究は、ポストゲノムの時
代にあって、今後ますます飛躍的な発展が期待されます。一方、今後の医薬資源の開発について考
えた場合、多様性に富む化合物群をいかに効率良く生産し、創薬シードとして提供できるか、が鍵
になります。私たちの研究室では、上記研究課題を中心に、今後の医薬資源研究をリードする、ケ
ミカルバイオロジー領域の研究に日
夜挑戦しています。研究手法として
は、基質やプローブの合成、単離構
造決定など、低分子化合物の取り扱
いから、遺伝子操作、酵素タンパク
の結晶化や変異酵素の作成に至るま
で、幅広い知識と技術を習得するこ
とができます。有機化学を基盤とし
ながら、生化学、分子生物学、構造
生物学、物理分析化学、さらには、
醗酵工学や代謝工学に至るまで、多
領域の学問分野の手法を取り入れて
います。

研 究 課 題

天然物生合成の分子レベルでの解明から、新たな物質生産への応用へ

単純な開始物質から多様な複雑骨格天然物が合成される仕組みの解明
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原子・電子レベルで現象を理解し、
分子の自在構築によって物質を科学する

Advanced Elements Chemistry
基礎有機化学教室

准教授
宮本 和範
特任准教授
中島 誠也
助教
鳥海 尚之
https://kisoyuki.f.u-tokyo.
ac.jp

教授　内山 真伸

1. �分⼦の構造・結合・芳⾹族性・動きに関する研究
2. �結合を⾃在に操る新反応開発
3. �物質と⽣命を光で繋ぐ化学薬学研究
4. �⽣命の起源と物質の進化に関する研究

　基礎有機化学教室では、１）物質の性質・現象を分子・原子・電子といった“化学の言葉”とし
て理解し（観る・知る）、２）原子どうしの結合を自在に操る反応を開発する（創る）、３）機能あ
る物質をつくりだす（産む）ことを目指し、日々研究を行っています。
　分子レベルでの「ものづく
り」は現代社会を支えるキー
サイエンスの一つです。私た
ちの研究室では、1mの1/10
億（ナノメートル；nm）以
下という小さな小さな分子を
緻密に化学変換する技術の開
発に取り組んでいます。ま
た、そのためにはこの小さな
世界での出来事を正確に探る
必要があります。ここで有効
になるのが、計算化学・理論
化学であり、物理化学・分光
学です。最近の分光学・理論
計算の進歩によって、物質を
形成する電子の状態や、分子
が反応するスナップショット
を正確に予測・再現できるこ
とがわかってきました。合成
化学・分光学・理論計算の３
つ手法を柱として、分野横断
型の元素化学を展開し、生命
現象の解明・新たな物質科学
の創出に挑んでいます。

研 究 課 題

計算化学・理論化学を基盤とした新反応開発・物質創製（Chemistry A European 
Journalの表紙に採用）

基礎有機化学・元素化学で切り拓く生命科学・物質科学
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Laboratory

Chemical Biology を駆使して、
新たな生命現象解析・画期的な新医療技術創成を実現する

Chemistry and Biology
薬品代謝化学教室

助教
上野 匡
助教
小松 徹
https://taisha.f.u-tokyo.ac.jp

教授　浦野 泰照

1. �蛍光・増感・ケージドプローブの論理的デザイン法の確立を目指した光物理有機
化学研究

2. �新規光機能性プローブの開発とその細胞生命現象解析への応用
3. �動物体内でのin vivo 病態可視化・動的制御を実現する光機能性プローブ・MRI プ

ローブの開発
4. �微小がんの術中迅速可視化・治療を実現する光機能性プローブの開発と新医療技

術創成
5. �蛍光プローブを活用した創薬及び創薬標的の探索に関する研究

　生体内で起こっている複雑なシステムの動的な変化を捉えるイメージング手法は、生命現象の根
底を解明するための要素技術の一つとして、近代の生命科学研究において重要な役割を演じていま
す。私たちは、有機小分子を精密に分子設計することで独自のケミカルツールを創製し、これまで
直接見ることができなかった現象を可視化して、生命現象をより深く理解することに挑んでいま
す。同時に、細胞・個体の様々な応
答を操るケミカルツールを開発する
ことで、より包括的に生物現象を理
解することも目指しています。
　また私たちは全く新たな臨床医療
技術の創成を目指して、独自の切り
口によるケミカルバイオロジー研究
も展開しています。例えば外科手
術、内視鏡手術時に、疾患部位を迅
速可視化するケミカルツールを多数
開発しています。さらに開発したツ
ールが真に実用的であることを検証
するために、日本国内や諸外国の20
以上の臨床医グループと臨床蛍光イ
メージングネットワークを形成し、
密接な共同研究を展開しています。
　以上のように、新たな生命現象解
析を目指した化学－生物連携研究、
画期的な新医療技術創成を目指した
医薬連携研究を、兼務先である本学
医学部生体情報学分野の教室員も交
えながら、日夜行っています。

研 究 課 題
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生体分子の機能を１分子レベルで計測し、
生命機能を解明する

Bioanalytical Chemistry
生体分析化学教室

准教授
角田 誠
助教
岡部 弘基
特任助教
白崎 善隆
https://bunseki.f.u-tokyo.
ac.jp

教授　船津 高志

1. �１分子検出顕微鏡による細胞機能解析
2. �細胞応答における１細胞遺伝子発現解析
3. �マイクロ・ナノデバイスによる分析科学技術の開発

　21世紀は生命科学の世紀です。生物を理解
するためには、いろいろな階層で研究する必
要があります。一番下の階層は蛋白質やDNA
といった生体分子が働いている階層です。そ
れらが集まって、生体超分子、細胞、器官な
どが作られ、さらには個体、社会、生態系が
構成されています。私たちは、最小機能単位
である「生体分子」の階層と、生命としての
機能が初めて発現する「細胞」の階層に焦点
をあて、生体分子がどのようなメカニズムで
機能しているのか？集合してどのようにシス
テムを構築しているのか？を明らかにしたい
と考えています。
　具体的には、１個の生体分子（大きさにして数nm）に蛍光色素を結合させ、超高感度ビデオカ
メラを取り付けた蛍光顕微鏡で観察します。生体分子は、たった１分子でも機能を発揮できる分子
機械です。例えば、神経細胞の中で物質の輸送を担っているキネシンと呼ばれるモーター蛋白質
は、ATP加水分解による化学エネルギーを運動という機械的なエネルギーに転換して動いていま
す。この分子モーターは微小管と呼ばれるレール蛋白質の上を２つの足で８nmのステップで運動
します。人類は、このような分子機械を作る技術を現時点では持っていませんが、生物分子機械の
動作メカニズムを研究することにより、近い将来実現したいと考えています。一方、多種・多様の
生物分子機械が自己集合することにより、複雑なシステムが作られます。このシステムも人工のも
のと大いに異なっています。「生命」とは、これらの複雑なシステムの営みと言っても良いでしょ
う。私たちは、こうした生物システムを研究することにより、生命の謎に迫ります。

研 究 課 題

エバネッセント照明による酵素反応（ATPase）の１分子イメージングの原理

生細胞内の１分子をイメージングするための蛍光顕微鏡システム
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Laboratory

核磁気共鳴法を中心に独自の手法を開発し、
動的構造情報から生命現象を解明する

Physical Chemistry
生命物理化学教室

准教授
上田 卓見
助教
幸福 裕
助教
徳永 裕二
https://biophys.f.u-tokyo.
ac.jp

教授　竹内 恒

1. �動的構造解析に基づく生物学的・創薬科学的に重要なタンパク質の機能解明
2. �相互作用解析に基づくシグナル伝達やエネルギー代謝を司る生体分子群の機能解明
3. �高分子量タンパク質の立体構造やダイナミクスを解析するNMR手法の開発
4. �生体分子の機能環境を再現する試料調製法と洗練された安定同位体標識法の開発
5. �in-cell NMR法による細胞内の生命現象のリアルタイム観測と細胞内創薬への展開

　タンパク質の精緻な立体構造情報は、生体機能の解明や創薬への応用に重要な役割を果します。
一方、近年タンパク質は単一の構造のみをとるのではなく、複数の機能的構造の間を揺れ動いてお
り、このような動的な性質がタンパク質の機能発現や機能制御に直結することが分かってきました。
　生命物理化学教室では、主に核磁気共鳴（NMR）法を用いてタンパク質の動的構造を解析するこ
とにより、生体分子が機能を発現する機構を解明し、生命現象を理解することを目指しています。解
析対象としては、Gタンパク質共役型受容体（GPCR）、トランスポーターなどの膜タンパク質、生
物学的・創薬科学的に重要な細胞内シグナル伝達やエネルギー代謝を司る生体分子群に着目してい
ます。当研究室では、高分
子量タンパク質の動的構造
を解析する独自のNMR手法
の開発を推進するととも
に、生体分子の機能環境を
再現する試料調製法や、高
度な安定同位体標識法の開
発により、従来は解析が困
難であった対象について動
的構造情報の取得に成功し
ています。さらに、細胞内
環境にあるタンパク質の動
的構造を解析するため、細
胞内（in-cell）NMR法の開
発と細胞内創薬への展開も
行っています。当研究室で
取り扱うタンパク質はいず
れも創薬標的としての重要
性が高く、研究成果は合理
的な薬物デザインを行う上
において有用な情報を与え
ると期待されます。

研 究 課 題

図2:�当研究室で開発された新規NMR実験と抗体医薬アナログへの適用 (J  Med 
Chem. (2020) 63, 5360; Nat Methods. (2019) 16, 333)

図1:�当研究室のNMRを用いた動的構造解析によって解明された生命現象の例�  
(A) 多剤耐性転写因子の構造平衡が決める(B)転写活性比 (Proc Natl Acad Sci 
(2019) 116, 19963. (C) GPCR (β2アドレナリン受容体）の各リガンドの薬効度 
(Nat Commun (2012) 3, 1045;Angew Chem Intl Ed (2014), 53, 13376) 
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生体高分子の構造解析を通して生命現象を理解する

Protein Structural Biology
蛋白構造生物学教室

准教授
大戸 梅治
助教
平野 良憲
助教
張 志寛
https://kouzou.f.u-tokyo.ac.
jp

教授　清水 敏之

1. �クライオ電子顕微鏡による単粒子構造解析およびＸ線結晶解析による蛋白質など生
体高分子の三次元構造解析

2. �生体高分子（とくに，自然免疫に関わるタンパク質や翻訳後修飾に関わるタンパ
ク質、およびシグナル伝達に関わるタンパク質）の構造と機能の研究

3. �生体高分子とその活性制御化合物との複合体構造に基づく分子設計
4. �三次元構造に基づく分子間相互作用の研究

　構造生物学は、タンパク質や核酸などの三次元構造に基づいて、その活性、機能、物性、相互作
用、生体での役割などの諸現象を解明する研究分野です。私たちの研究室では構造生物学を専門と
し、「タンパク質をはじめとする生体高分子ならびにその複合体の立体構造を原子レベルで決定す
ることによって、その分子機能と関連する生命現象を理解すること」を研究目標としています。こ
の研究を行うための手法としては巨大分子量のタンパク質の三次元構造を詳細に解析できるクライ
オ電子顕微鏡による単粒子構造解析およびタンパク質Ｘ線結晶構造解析を中核にし、物理化学的な
解析や生化学、分子生物学、遺伝子工学的な手法を駆使します。また低分解能ながらも分子の外形
や物性を決定できる小角散乱法も積極的に取り入れています。このようにして得られた三次元構造
情報を通した理解が生命科学研究に必要不可欠なものであると我々は考えています。同時に、三次
元構造は医薬創製の面でも欠かすことのできない重要な情報として認知されています。
　このような研究の基盤と目的のもとに、自然免疫応答に関与するタンパク質による病原性リガン
ドの認識機構や活性化機構の解明、シグナル伝達に関わるタンパク質や翻訳後修飾に関わるタンパ
ク質の構造生物学的な研究を進めています。 

研 究 課 題

クライオ電顕およびX線結晶構造解析の流れ
目的とするタンパク質の遺伝子をもつ発現ベクターを作成し宿主細胞に導入し発現させる。細胞破砕
後、精製装置などを用いて純度の高いサンプルを調製する。クライオ電顕ではグリッドを作成し、データ収
集を行う。X線結晶解析では結晶化ロボットを用いて数多くの結晶化条件を探索し目的タンパク質を結
晶化する。SPring8やPFなどの大型放射光施設を利用してデータ収集し、最終的にモデルを構築する。
低分子化合物複合体の場合、化合物の電子密度も明瞭に観測することが可能である。



25

Laboratory

1. �GPCRを介して機能する“リゾリン脂質”生理・病態機能の解明
2. �新規GPCR脂質リガンドの発見と機能解明
3. �リン脂質の生合成や恒常性維持に関わる分子の同定を通じた新規リン脂質の機能

解明

　生体膜は1,000種類以上の「脂質」分子から構成され、それぞれに特異的な機能があると考えられ
ています。近年、その一部が解明され、脂質分子が生殖・発生・血管形成・細胞増殖などの生理現象
からがんや線維症など難治性疾患にも関与することが明らかにされつつあります。また、質量分析計
の進歩から、生体内には機能未知の脂質分子がさらに多く存在することもわかってきました。タンパ
ク質とは異なり、脂質分子は遺伝子により直接コードされず、通常、その合成には複数の遺伝子産物
が複雑に関与しています。したがって、ある脂質の機能を調べることはタンパク質の機能を調べるよ
りはるかに難題です。また、このような理由で、脂質の機能・働きを調べるという課題の多くは未解
決なまま残されています。衛生化学では、質量顕
微鏡や質量分析計などを含む最新のテクノロ
ジーで、“多種多様なリン脂質の機能解明”とい
う難題に取り組んでいます。具体的には、(1)
GPCRを介して機能する１本脚のリン脂質“リゾ
リン脂質”生理・病態機能の解明、(2)新規
GPCR脂質リガンドの発見と機能解明、(3)リン
脂質の生合成や恒常性維持に関わる分子の同定
を通じた新規リン脂質の機能解明、を行なってい
ます。脂質代謝の異常が多くの疾患に深く関わる
ことも明らかになりつつあり、研究成果の創薬や
バイオマーカー探索への応用も期待されます。

研 究 課 題

生体膜脂質を科学する

Health Chemistry
衛生化学教室

准教授
河野 望
助教
可野 邦行
https://sites.google.com/
view/eiseikagaku-jp/

教授　青木 淳賢
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1. �中心体複製の分子機構の解明とその理論化
2. �多様なマシナリーにより駆動される細胞分裂の分子基盤
3. �非コードRNAが制御する細胞分裂の分子機構
4. �比較がん細胞生物学と次世代型細胞分裂阻害剤の開発
5. �細胞遺伝学的手法による細胞間コミュニケーションの解析

　生理化学教室では、多段階のプロセスにより
達成される細胞分裂の分子機構を理解し、新規
抗がん剤開発などの創薬応用に発展させること
を目指しています。細胞分裂は発生過程や生体
の恒常性維持を考える上で重要であり、多様な
分子マシナリーの協調的な働きにより駆動され
ています。特に、中心体の複製や分裂期紡錘体
形成を介する染色体分配が適切に行われること
は、ゲノム安定性維持に必要です。これら素過
程の基本原理をタンパク質と非コードRNAの関
与を中心に、細胞生物学、生化学、分子生物
学、生物物理学、構造生物学、シミュレーショ
ンなど幅広い手法を融合することにより解き明
かします。
　また、当研究室では、生体におけるより広範
囲な生理応答を細胞レベルで捉え、in vitroで
再構築し、その分子基盤を解明することを目指
しています。生命現象は生体を構成する個々の
細胞の自発的な細胞機能、そして連続的かつダ
イナミックな細胞間相互作用をもって達成され
ます。生体内で起こる様々な生理応答を細胞レ
ベルで再現し、最新の細胞遺伝学的手法により
素過程を分子レベルで明らかにし、ここで得ら
れた知見を個体レベルでの理解に還元するアプ
ローチを試みています。

研 究 課 題

図１：�ヒトHeLa細胞の分裂期において染色体を引っ張る紡錘体
微小管（コントロール、左）、紡錘体形成と染色体分配の異常

（右）。

図２：�中心小体の複製と構造。超解像顕微鏡画像：緑は中心小
体の輪郭、赤はカートホイール構造を示している。

細胞分裂を制御する基本原理を解明し、創薬に応用する

Physiological Chemistry
生理化学教室

講師
福山 征光
特任講師
畠 星治
助教
知念 拓実
助教
山本 昌平
https://seirikagaku.f.u-tokyo.
ac.jp

教授　北川 大樹
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Laboratory

細胞運命が決定する仕組みを分子レベルで理解する

Molecular Biology
分子生物学教室

准教授
川口 大地
特任准教授
大石 康二
助教
國屋 敬章
https://molbio.f.u-tokyo.ac.
jp

教授　後藤 由季子

1. �脳発生および成体における神経幹細胞の運命制御
2. �エピゲノム／クロマチンによる細胞運命制御
3. �脳発生異常と精神疾患の関連

　“細胞の運命決定”という生命の根幹をなす現象はどのようにして起きるのか？ 当研究室では脳
が構築されるプロセスを中心に、生命現象を“細胞の運命決定”という観点から分子レベルで理解
することを目指している。
　我々の思考や行動を司る脳は、非常に複雑な神経回路により高度な情報処理を行っている。哺乳
類の脳は、発生の過程において、神経幹細胞が増殖と分化を繰り返し、神経回路の「素子」となる
様々なタイプのニューロンやグリア細胞を産み出しながら、それらが正しく配置され成熟すること
で形成される。脳には担当機能の異なる多数の領域があり、それぞれの領域に特異的な機能素子を
神経幹細胞が生み出し構築する。さらに神経幹細胞は成体の脳でもニューロンを産み出しており、
学習や記憶、ストレスからの回復、また本能的な行動において必須の役割を果たしていると考えら
れている。したがって「神経幹細胞の運命制御メカニズム」を明らかにすることは、脳の発生や働
きを理解する上で非常に重要である。我々は、脳発生における時間的空間的な情報がいかにして幹
細胞運命に反映するかを多角的に検討している。特にエピジェネティックな遺伝子発現制御や核内
クロマチン構築に注目しつつ、分子生物学的手法を駆使して脳発生原理を明らかにすることを目指
している。さらに、神経活動の履歴に依存した神経回路の可塑性におけるクロマチン／エピゲノム
制御の貢献についても検討している。
　脳発生の異常は種々の発達障害につながる。これまでに様々な遺伝的および環境的要因（ストレ
スなど）が脳発生・発達に影響し、行動の変容に至ることが報告されている。当研究室では、正常
な脳発生の原理を調べるとともに、その異常による疾患発症メカニズムにも迫っている。これらの
研究は、細胞／組織／生体が環境に応じてさまざまな応答を起こす仕組みの理解と、新たな製薬標
的の発見に貢献することが期待される。

研 究 課 題
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Non-apoptotic caspase activation
during cell delamination 

Drosophila pupal notumn Drosophila adult midgut

Cladonema medusa tentacle

Multipotent stem cells during homeostasis 
and environmental responses

高感度のカスパーゼ活性化プローブを用いて非アポトーシスカスパーゼを可視化。ショウジョウバエ蛹期では正中線
の上皮融合にともなう細胞脱落部位にカスパーゼ活性が見られる（左図）。レポーター系統およびFISH法を用いて
組織幹細胞を可視化。ショウジョウバエ成虫の中腸上皮やエダアシクラゲの触手において幹細胞が組織恒常性や
環境応答に寄与する（右図）。

個体の発生・成長・老化・可塑性を
細胞社会という視点から捉える研究

Genetics 
遺伝学教室

講師
中嶋 悠一朗
助教
樫尾 宗志朗
助教
篠田 夏樹
助教
内山 聖一
https://idenut.f.u-tokyo.ac.jp

教授　三浦 正幸

1. �非細胞死性のカスパーゼ活性の分子機構と生体制御機構
2. �発生・再生・成長・老化における代謝スイッチ機構
3. �表現度発現の分子機構
4. �発生における器官サイズ制動機構
5. �細胞運命の可塑性から解く組織恒常性と環境応答

　プログラム細胞死は、ダイナミックな組織形成や組織リモデリングにおいて積極的な役割を果た
しています。細胞死研究の過程から、アポトーシス実行の仕組みが、非アポトーシスの生体機能を
持ち組織サイズの制御や発生の頑強性を担うことが明らかになりました。遺伝学教室では細胞死を
軸とした研究から、魅力的な生命現象や、健康と病態を新しい視点で捉えるべく研究を進めていま
す。具体的には細胞死機構の新たな役割を発生、再生や老化、個体差の形成といった局面で解明す
ること、組織や個体の健康を保つ代謝スイッチ機構、器官サイズ決定機構、細胞運命の可塑性制御
の解明を目指しています。様々な生物を研究に活用して、面白い生命現象を新しい視点、最新の解
析手法で解明していきます。魅力的な生命現象・生物種を扱うことにより、幅広い視野から対象を
掘り下げて探求し、生物から答えを聞ける質問ができる力を持った学生を育成します。

研 究 課 題
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Laboratory

シグナル伝達研究から創薬へ

Cell Signaling
細胞情報学教室

准教授
名黒 功
助教
藤澤 貴央
助教
山内 翔太
https://saijyou.f.u-tokyo.ac.
jp/

教授　一條 秀憲

1. �ASK ファミリー分子群のシグナル伝達制御機構と生理機能
2. �細胞死ならびにストレス応答に関与する新たなシグナル伝達分子の探索
3. �ストレスシグナルの破綻による疾患発症の分子機構

　細胞情報学教室では、細胞内シグナル伝達機構の解析をメインテーマとし、新しい創薬ターゲッ
トの発見ならびに各種疾患の分子基盤の解明を通じて、シグナル伝達研究を創薬的応用に発展させ
ることを大きな研究目標としている。
　特に、癌、免疫疾患、循環器
疾患、代謝性疾患、神経変性疾
患など、多種多様な疾患の鍵を
握る分子機構としてのストレス
応答シグナルの生理と病理に焦
点を当てて研究を行っている。
　研究手法としては、遺伝子ク
ローニングから蛋白化学に至る
までの分子細胞生物学的手法
や、遺伝子改変マウス等を用い
た分子遺伝学的手法を基本とし
ながら、質量分析計によるプロ
テオーム解析や自動イメージア
ナライザーによるハイコンテン
ト解析、ゲノムワイドRNAiラ
イブラリー・化合物ライブラリ
ーを用いた大規模スクリーニン
グ系の構築など、随時新しい解
析技術のストレスシグナル研究
への応用を試みている。
　これらの手法を駆使して｢標
的分子と分子機構｣を解析する
中で、常に｢個体と疾患と創薬｣
を意識しながら新しい薬学分野
の開拓を目指している。

研 究 課 題

図２　分子・細胞・個体レベルでのストレスシグナル解析

図１　哺乳類のMAP キナーゼ経路



30

タンパク質分解が制御する多様な生命現象を解き明かす

Protein Metabolism
蛋白質代謝学教室

助教
濱崎 純
助教
平山 尚志郎
https://tanpaku.f.u-tokyo.
ac.jp

教授　村田 茂穂

1. �プロテアソームの動作機構の解明
2. �プロテアソーム機能異常による疾患（老化、がん、炎症、神経変性）への介入方

法の創出
3. �ユビキチン・プロテアソーム系によるタンパク質恒常性維持機構の解明

　プロテアソームはすべての真核細胞に存在する生存に必須の超分子複合体型タンパク質分解装置
であり、ユビキチン化されたタンパク質の選択的分解により様々な細胞機能を制御するとともに、
タンパク質恒常性維持において中心的な役割を担っています。近年、タンパク質恒常性の破綻が個
体老化において普遍的に観察される現象であることが明らかになってきており、その主要因として
プロテアソーム機能の低下が注目されています。実際、プロテアソーム機能が加齢に伴って低下す
ることが個体老化および加齢随伴疾患発症の大きな要因であり、人為的にプロテアソーム機能を亢
進させることにより個体の健康寿命が延長することが、線虫やショウジョウバエにおいて示されて
います。しかし、哺乳類において全身性にプロテアソーム機能を増強させる手段は現時点で確立し
ていません。これは、哺乳類においてはプロテアソームがより複雑に幾重にも制御されているこ
と、加齢に伴いプロテアソーム機能が低下するメカニズム、プロテアソーム機能低下が個体機能低
下を引き起こすメカニズムの理解が不十分であることに起因します。一方、プロテアソーム機能亢
進が観察されるがんにおいて、プロテアソーム機能阻害が重要な治療戦略であることも明らかに
なってきました。
　蛋白質代謝学教室では、プロテアソームの動作機構の詳細な理解を通じて、プロテアソーム機能
異常が関わる病態への介入方法の創出を最終的達成目標において、分子細胞生物学、網羅的遺伝子
スクリーニング、プロテオミクス、マウス発生工学などの手法を用いて、分子レベルから個体レベ
ルの理解を目指して研究を行っています。

研 究 課 題
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Laboratory

免疫システムの制御原理を解き明かす

Immunology and Microbiology
免疫・微生物学教室

准教授
瀬戸口 留可
助教
中島 啓
助教
村上 龍一
https://meneki.f.u-tokyo.ac.
jp

教授　堀 昌平

1. �免疫寛容と免疫恒常性の確立・維持メカニズム
2. �制御性T細胞の分化と機能のメカニズム
3. �メモリーCD8 T細胞の恒常性維持メカニズム

　免疫系は、「自己」「非自己」を識別
し、生体の恒常性を維持するシステムと
して進化してきました。免疫系における
「自己」は、遺伝的な支配を受けつつ
も、時々刻々変化する外部・内部環境と
相互作用しながら適応的に形成され、変
容してゆきます。免疫系がどのようにし
て「自己」に対する「寛容」を確立・維
持してゆくのかという問題は免疫学にお
ける中心的課題の一つであり、この免疫
寛容機構の破綻は自己免疫疾患、炎症性
疾患、アレルギー、がん、慢性感染症な
ど様々な疾患の発症に関係するため、医学的、薬学的にも重要な問題です。当研究室の目標は、こ
のダイナミックな「自己」の形成、変容の原理を解明し、その変容の一形態として様々な疾患を理
解することです。
　近年、「自己」に対する免疫寛容と免疫恒常性の獲得・維持において、制御性T細胞（regulatory 
T cells；Treg）と呼ばれるT細胞亜集団が中心的な役割を担っていることが明らかにされてきまし
た。当研究室は、Tregを介した制御システムの動作原理を、分子（遺伝子）、細胞、細胞集団、組
織、個体にわたる様々な階層を通して解明すべく、主にマウスを用いた遺伝学的、免疫学的、分子
生物学的、生化学的手法を用いて研究しています。

研 究 課 題

図２　Tregは生体恒常性維持に必須の役割を担う

図１　�免疫系による「自己」「非自己」識別の破綻は様々な疾患に
関係している
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薬物分子の体内動態を解明し、
安全な医薬品のデザインと医薬品適正使用に貢献する

Molecular Pharmacokinetics
分子薬物動態学教室

准教授
林 久允
助教
水野 忠快
https://dotai.f.u-tokyo.ac.jp

教授　楠原 洋之

1. �薬物の体内動態及び薬効の試験管レベルから個体レベルへの再構築
2. �薬物の消化管吸収・肝臓/腎臓などクリアランス臓器・血液脳関門など関門組織に

おける薬物輸送の分子機構の解明
3. �体内動態制御分子の遺伝子多型が薬物動態の個人間変動に与える影響の解明およ

び予測法の開発
4. �薬物相互作用の発現リスク予測法の開発
5. �トランスポーターの膜局在制御機構の解明
6. �薬物の体内動態特性のin silico解析による定性的・定量的予測法の開発
7. �データ駆動型解析による薬物作用の理解

　薬物による効果や副作用を予測するためには、薬物分子の体内での動きを知ることが必須です。
しかし、薬物は様々な物性を持っているために、一概にそれらの動きを説明することはできませ
ん。私たちは、これらの薬物を細胞内へ取り込んだり排出する働きを持つ、薬物トランスポーター
群の性質を知ることで、薬物が生体内においてどのような動態特性を示すのか予測できるのではな
いかと考えています。薬物速度論、生化学的および分子生物学的手法といった様々な手法を用い
て、肝臓、腎臓、小腸および脳における薬物トランスポーターの解析を行っています。また、薬物
の効き方には個人差があることが知られています。上記の研究を通して、私たちはこの個人差に薬
物トランスポーターが大きく関与していること、また他の薬物との相互作用の原因になることも見
出してきました。こうした研究は、最終的に副作用を最小限に抑え、薬効を最大限に引き出すこと
のできる医薬品の開発、使用法の確立につながるものであり、テーラーメード医療時代を見据えた
重要な研究領域であると自負しています。

研 究 課 題

生体内の主要な異物排泄臓器である肝臓と腎臓には、種 ト々ラ
ンスポーターが発現していることが明らかにされてきた。その中に
は基質選択性の似たものもあり、こうしたトランスポーターを利用
することで、医薬品の体内動態特性を最適化できると考えてい
る。図には、薬効標的を同じくするものの、体内動態特性を最適
化することで、個人差を小さくすることに成功した医薬品の例を
示した。

肝胆系輸送のhigh throughput screening システムとして、肝
臓への取り込みと胆汁中への排泄を行う２つのトランスポーター
を一つの極性細胞に発現させた（ダブルトランスフェクタント）。ダ
ブルトランスフェクタントでは胆汁排泄に対応する方向性のある
経細胞輸送（ベクトル輸送）が観察される。生体内では、脳や腎
臓においても、このように複数のトランスポーターが機能的に協
関することで、効率的な異物排泄システムを形成している。
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Laboratory

薬を使って脳を究める
（分子から個体まで、ミクロの解像度でマクロに解析する）

Chemical Pharmacology
薬品作用学教室

准教授
小山 隆太
助教
中嶋 藍
助教
松本 信圭
http://www.yakusaku.jp/

教授　池谷 裕二

1. �学習・情動・社会性に関与する神経回路の解析
2. �多ニューロン記録による神経回路の作動原理の研究
3. �神経障害・精神障害の神経科学的解明と再生医療の応用
4. �嗅覚神経の回路形成のメカニズムの探索
5. �人工知能を用いた脳の新機能開拓

　薬理学は「薬の生体に対する作用解明」と「疾病治療薬の開発方法を探る」を二本柱とした、文
字通り"薬を理解する学問"です。分子レベル
から全身動物までの幅広い知識と高度な技
術を駆使して、研究を進めています。
　私たちの研究室では「記憶や情動に深く
関係する大脳辺縁系や大脳皮質の役割」を
研究しています。とくに、海馬体の機能的
役割や扁桃体による調節機構に興味をも
ち、電気生理学・光生理学・行動薬理学・
組織化学・分子生物学などのさまざまな実
験技法を応用しながら、科学的難題に立ち
向かっています。最初期遺伝子の発現を指
標に、神経活動の履歴解析にも取り組んで
います。異種シナプス間の相互作用、スパ
イク列の時空間的解析、うつ病、てんかん
や脳血管障害などとの関連解析などマクロ
的視点に立った解析が特徴です。
　脳が高次機能を発揮するためには、機能
的神経ネットワークがバランスよく活動す
ることが必須ですが、そのメカニズムはい
まだ神秘のベールに包まれています。私た
ちは最先端の大規模神経記録技術や人工知
能を利用して、脳の構造と機能の解析、脳
の情報操作に取り組んでいます。軸索の伸
長やシナプス形成機構についても研究を進
め、さまざまな調節機構を明らかにしてい
ます（図２）。これらの発見は将来の再生
医療にも重要な知見となります。

研 究 課 題

図２　神経線維を可視化して軸索ガイダンスを解析しています

図１　海馬ニューロンが活動する様子をリアルタイムで捉えました
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神経精神疾患の分子病態解明から治療薬開発の糸口を、
そして同時に新しい基礎研究分野を切り拓く

Neuropathology and Neuroscience
機能病態学教室

教授　富田 泰輔

客員教授
鳥居 慎一
准教授
堀 由起子
助教
高鳥 翔
特任助教
木村 妙子

https://neuropsc.f.u-tokyo.
ac.jp

1. �Aβ代謝メカニズム（産生、分泌、分解）とその制御の研究
2. �Aβ蓄積後に生じる細胞病態の理解と診断法開発
3. �患者脳に蓄積するアミロイド形成機構解明と制御
4. �アルツハイマー病におけるミクログリアの病的機能解明
5. �パーキンソン病の分子病態メカニズム解明
6. �αシヌクレイン蓄積病態伝播機構の解明
7. �神経細胞シナプス接着分子の代謝メカニズムと機能
8. �認知症予防運動プログラムの開発

　機能病態学教室では、疾患基礎研究を通じて治療・予防・診断法の開発につながる発見を目指す
と同時に、新しい基礎研究分野を開拓することを目標として研究を行っています。特にアルツハイ
マー病、パーキンソン病、自閉症・統合失調症など神経精神疾患に関連して、発症原因・メカニズ
ムを分子レベルで明らかにし、新たな創薬標的分子機構の同定につなげていこうと考えています。
そして同時に、その過程で明らかに
なる基礎生物学的な発見についても
興味を持って研究を深めていきま
す。異常な状態を知るためには、正
常な状態を知らねばならないし、そ
の逆もまた然りです。このサイクル
が疾患基礎研究と基礎生物学の根幹
をなしていて、その結果お互いの裾
野を拡げ、新たな生物学が切り拓か
れてきたと考えています。私達は有
機化学研究者、構造生物学研究者、
臨床医学研究者、製薬企業などとの
共同研究も積極的に行い、それぞれ
の分野での研究展開をお互いに学ん
で視野を広げながら、マルチディシ
プリナリーな疾患基礎研究を展開し
ていこうとしています。

研 究 課 題

アルツハイマー病における分子・細胞病態

アルツハイマー病モデルマウス脳におけるグリア細胞活性化
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Laboratory

医薬品の有効性と安全性の評価科学を確立する

Pharmaceutical Regulatory Science
医薬品評価科学教室

客員教授
藤原 康弘
https://yakuhyou.f.u-tokyo.
ac.jp

准教授　小野 俊介

1. �医薬品の有効性・安全性の評価方法に関する研究
2. �社会における医薬品使用の最適化に関する研究
3. �グローバルな医薬品研究開発の産業論的メカニズムに関する研究
4. �医薬品規制のパフォーマンス・効率に関する研究
5. �医薬品評価を支える論理・倫理に関する研究

　「医薬品の規制・評価科学の
確立」を目指す。医薬品の有効
性・安全性評価の方法、産業界
の新薬開発プログラム、各国政
府の規制・ルール（承認審査、
市販後監視、保険・薬価制度）
に関する幅広い研究・教育に取
り組んでいる。
　広範な学問領域（医学・薬
学、統計学、経済学、倫理学、
論理学、行政学など）の考え方
や方法論を踏まえつつ、医薬品
をめぐって生じる興味深い社会
現象の背景（メカニズム、因果関係）、影響、含意を科学的に明らかにすることが我々の研究の具
体的な目標となる。
　医療系学部の学生・大学院生のみならず、産業界・行政のエキスパートにも開かれた柔軟な研
究・教育プログラムを提供する。

研 究 課 題

新薬（2001年－2006年）の米国の承認用量と日本の承認用量の比の分布

日本と米国の新薬開発成功率と開発の遅れの関係
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古くて新しい薬“薬用植物（生薬）”を総合的に解析し、
新たな利用法を開発する（附属薬用植物園）

Medicinal Plant Chemistry
（Experimental Station for Medicinal Plant Studies）

薬用植物化学教室（薬学部附属薬用植物園）

教授（兼）　阿部 郁朗

1. �薬用植物の栽培

　人類にとっての薬は有史以前から主とし
て植物が用いられ、長い間の試行錯誤（人
体実験）により淘汰され、残ったのが現在
の生薬と考えることができる。近年、抗生
物質や生物製剤の割合が増えてきてはいる
が、植物由来の医薬品の重要性が減るもの
ではなく、新たな医薬品としてタキソール
やビンブラスチンなどが発見されている。
このように、薬用資源としての植物の研究
はすでに完結したものではなく、未だ発展
途上である。
　薬学系研究科附属薬用植物園は検見川総
合運動場に隣接しており、昭和48年に正式に設置された。当時移植した苗木たちも大きく成長し、
園内を囲むように鬱蒼と茂っている。
　本郷の研究室では植物組織培養技術を利用した有用二次代謝産物の生産に関する研究（培養細胞
の誘導から物質生産まで）を行っている。現在進行中の研究課題としては、カヤ、スギなどの裸子
植物培養細胞のジテルペン成分の生合成、トリカブト培養組織によるジテルペンアルカロイドの生
産と生合成、オリーブ培養細胞によるフェニルエタノイドの生産と生合成、エジプト産薬用植物の
生物活性成分の組織培養による生産などがある。

研 究 課 題

https://shokubutsuen.f.u-tokyo.
ac.jp/

第１温室（検見川）

ウラルカンゾウ（Glycyrrhiza uralensis Fisher）根およびストロンに甘味
物質glycyrrhizin が含まれる
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Laboratory

抗体の多様性獲得機構と
抗体による腸内細菌制御機構の解明

Applied Immunology(Institute for Quantitative Biosciences)

応用免疫学教室
（定量研：免疫・感染制御研究分野）	

助教
森田 直樹
助教
高 鵬
http://www.iqb.u-tokyo. 
ac.jp/shinkuralab

教授　新藏 礼子

1. �腸管IgA抗体による腸内細菌制御機構の研究
2. �体細胞突然変異機構の分子レベルでの解析
3. �IgAへ選択的にクラススイッチさせる誘導物質の探索

　免疫システムのなかでもBリンパ球が産生する抗体に注目して研究を進めています。抗原刺激を
受けるとBリンパ球はactivation-induced cytidine deaminase (AID)という酵素を発現し、抗体
の抗原結合力を変化させる体細胞突然変異とともに、抗体の攻撃力を変えるクラススイッチが誘導
されます。両者は感染防御に重要な役割を担っておりともにAIDが必要で、AIDによるDNA切断が
引き金となって抗体遺伝子に変異が導入されます。DNA変異はゲノム安定性に対する大きな危険要
素となり、これがうまくコントロールされないと細胞のがん化を引き起こします。私たちは体細胞
突然変異だけが特異的に障害されるAID変異体を見つけ、これを手掛かりに体細胞突然変異の分子
メカニズムを明らかにします。同時に、新しい抗体を作るメカニズムを探りながら、基礎研究の成
果を病気の治療に役立てることを目指します。
＜主な研究テーマ＞
1）腸管IgA抗体による腸内細菌制御機構の解明

腸管のIgA抗体は多彩な腸内細菌叢の何を識別して制御するのかを明らかにします。
2）体細胞突然変異機構の分子レベルでの解析

遺伝子に能動的に変異を入れる機構がどのように制御されるのかを明らかにします。
3）IgAへ選択的にクラススイッチさせる誘導物質の探索

�アレルゲンに対してIgEではなくIgAを選択的に作れればアレルギー反応のかわりに粘膜防御に
役立つはず、というアイデアを応用へとつなげます。

研 究 課 題
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生殖細胞のクロマチンダイナミクスを研究し、
新たな遺伝様式の解明に迫る

Pathology and Development
(Institute for Quantitative Biosciences)

発生病態学教室（定量研：病態発生制御）

助教
藤原 靖浩
助教
羽田 政司
https://webpark2349.
sakura.ne.jp/okadalab/

教授　岡田 由紀

1. �精子残存ヒストンのプロファイリングとクロマチン構造の解明
2. �精子核凝集におけるヒストン残存機構の解明

　“Neuronal cells are who you are, while germ cells are where you came from.”　これ
は生殖細胞研究分野で活躍する、米国人の知人から聞いた言葉です。神経細胞を含む体細胞は、
我々自身を構成する細胞であるのに対し、生殖細胞は自身の先祖・子孫を含めた、世代を跨ぐ役割
を担います。さらに最近、生殖細胞によって受け継ぎ・受け継がれるのは親のDNAだけではないこ
とが明らかになってきました。この非DNA遺伝物質は、クロマチンや小分子RNA等の「エピゲノム
情報」ですが、その本体は未だ確定していません。現在のところ、親個体が受ける様々なストレス
に対する応答として、生殖細胞内のエピゲノム情報が変化し、次世代に伝わると考えられていま
す。
　当研究室では、この非DNA遺伝物質＝エピゲノム情報が生殖細胞、特に精子細胞内でどのように
確立され、様々な環境ストレスでどのように変化するのか、さらに次世代でどのように消去・残存
するのかについて、生化学・分子生物学・ゲノム科学的アプローチをもってその分子機構の解明に
取り組んでいます。またこれらのエピゲノム情報を、生殖補助医療（男性不妊）に活用する可能性
についても探索しています。

研 究 課 題

当研究室の研究成果の一例。哺乳類の精子核クロマチンはプロタミンと呼ばれる蛋白質によっ
て高度に凝集しているため、そこからヒストンを抽出し、各種解析を行うことは困難でした。そこで
我々はヌクレオプラスミンと呼ばれる蛋白質で精子を処理することでプロタミンを人工的に除去す
る方法を開発しました（左図）。この処理によって精子クロマチンからヒストンの抽出が可能となっ
たことから精子のヒストン地図の作成をしたところ、精子ヒストンはゲノム全体にわたって散在し、
相対的には非遺伝子領域に多く残る傾向があった一方、修飾を受けた精子ヒストンはその修飾
形態に応じて、特異的なゲノム領域に局在していることが明らかになりました（右図）。近年、父親
の生活環境や習慣が精子を介して子供に伝わる「エピゲノム遺伝」現象が大きな注目を集めて
いますが、本研究成果はそのメカニズムの解明にも役立つ知見を提供すると期待されます。
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Laboratory

エピジェネティクス解析から脳の作用原理を理解する	

Laboratory of Molecular Neurobiology
分子神経生物学教室

https://www.iqb.u-tokyo.
ac.jp/lab/kishi/

准教授　岸 雄介

1. �脳細胞のエピジェネティクス解析により、加齢やストレス、精神疾患などによる
脳機能の変化を理解する

2. �脳細胞のエピゲノム編集により、脳機能の操作を目指す

　私たちの遺伝情報はゲノムDNAに書き込まれています。哺乳類では30億塩基対もあるDNAの中
から必要な遺伝情報を適切に読み取るために、私たちの細胞の中では特別な仕組みが働いており、
この1つがエピジェネティクスによる制御です。このエピジェネティクス制御では、DNAやDNAが
まきつくヒストンなどに施されるメチル化やアセチル化といった化学修飾がいわば「しおり」とし
て機能し、その細胞で必要な遺伝子のみが読み取られ発現する基盤のメカニズムとなっています。
　このエピジェネティクスによる「しおり」は、細胞が過去に受けた刺激や経験に応じて付与され
ます。すなわち、エピジェネティクスは細胞の記憶装置として機能します。では、細胞の記憶装置
であるエピジェネティクスは、個体の記憶装置である脳においてどのような役割を果たしているの
でしょうか？
　私たちの研究室では、最新のゲノム解析に必要な生化学、分子生物学、バイオインフォマティク
ス技術と、脳機能の解析に必要な遺伝学、神経科学技術を組み合わせることにより、エピジェネ
ティクス解析から脳の不思議を理解することに取り組んでいます。そしてこの研究の将来には、加
齢やストレス、精神疾患などによる脳機能の変化が理解できる世界を目指しています。

研 究 課 題
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幹細胞研究から多様な生命現象を解き明かす

Cellular and Molecular Chemistry
(Division of Stem Cell and Molecular Medicine, The Institute of Medical Science)

細胞分子化学教室（医科研：幹細胞分子医学分野）

助教
大島 基彦
助教
中島 やえ子
助教
山下 真幸
http://www.ims.u-tokyo.ac. 
jp/molmed/

教授　岩間 厚志

1. �幹細胞の自己複製機構
2. �癌と加齢のエピジェネティクス

　幹細胞は自己を複製する能力（自己複製能）および分化多能性を有する細胞であり、個体の発
生・維持において基幹となる細胞です。当研究室では、幹細胞の自己複製機構の分子基盤の解明を
通して、「幹細胞生物学」の真髄となる真理の探究を目指しています。また、幹細胞制御機構の破
綻が多くの疾患につながることが明らかになり、幹細胞研究から多様な生命現象を解き明かすこと
も重要なテーマです。
　研究課題1　幹細胞の自己複製機構：自己複製の過程において、幹細胞の持つ遺伝子発現様式は
厳密に維持されます。すなわち幹細胞特有の「細胞記憶」が細胞分裂をへて維持されるわけです。
「細胞記憶」の維持機構として近年注目されているものがDNAのメチル化やヒストン修飾などの
エピジェネティック制御機構です。私たちも、ヒストン修飾に関わるポリコーム群複合体などを研
究の切り口に、幹細胞の細胞記憶とエピジェネティクスを精力的に解析しています。また、幹細胞
の自己複製に関与する分子機構の理解を通して、幹細胞の制御法の開発を目指しています。研究対
象は主に造血幹細胞です。
　研究課題2　癌と加齢のエピジェネティクス：ジェネティックな異常に加えて、DNAやヒストン
蛋白の化学修飾に代表されるエピジェネティックな転写制御機構の破綻が、がんの発症過程に関与
することが明らかになりつつあります。特に、ゲノムシークエンス解析により、様々なエピジェネ
ティック関連遺伝子の変異が同定され、がんのエピジェネティック異常はジェネティックな機構に
よっても大いに引き起こされうることが明
らかとなりました。このようなエピジェネ
ティック制御機構の破綻は、がんの発症・
進展における新しい分子機構を提示するも
のであり、治療標的としても注目されてい
ます。また、加齢に伴う幹細胞のエピゲノ
ム変化も、私たちの個体の加齢や疾患の発
症に関わることが明らかになりつつありま
す。このような背景をもとに、私たちもが
んや加齢のエピジェネティクス研究に注力
し、新しい治療法の確立につながる研究を
目指しています。研究対象は主に造血器腫
瘍と造血幹細胞のエイジングです。

研 究 課 題
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Laboratory

RNA分子などの核酸の分子機能を解明し、創薬に役立てる

Nucleic acids research（The University of Tokyo Isotope Science Center）

核酸制御学教室
（東京大学アイソトープ総合センター）

教授　秋光 信佳

1. �熱、低酸素、DNA障害などの多様なストレスへの応答をノンコーディングRNAと
非膜オルガネラの働きから解明する

2. �癌などの疾患形成におけるノンコーディングRNA・非膜オルガネラの機能の解明
3. �RNAなどの核酸分子とRNA結合タンパク質の働きを利用した新しい核酸医薬プラ

ットフォーム（デザイナーRNA）の構築

　DNAやRNAなどの核酸は遺伝子発現の流れにおいて中心的役割を果たす。当教室では、核酸
（特にRNA）の分子機能の解明と応用を目指している。例えば、ストレス応答、癌、あるいは自然
免疫応答を制御する長鎖ノンコーディングRNAの機能を分子生物学、生化学、マルチオミクス解
析、ネットワークレベル解析、分子イメージングなどの多様な実験技術を組み合わせて研究してい
る。当研究室では、最近、熱ストレス応答を制御する新しい非膜オルガネラHiNoCo-bodyを発見
した。この新規構造体の機能解明を通じて、ストレス応答における新しい概念を提案している。ま
た、ストレス応答機能の破綻に起因する疾患に関する分子レベルの研究も進めている。さらに、
RNA分子の機能や代謝制御に関するこれまでの研究成果を応用して、「デザイナーRNA」の新コン
セプトに立脚した核酸医薬の新規プラットフォームも開発している。

研 究 課 題

特任准教授
谷上 賢瑞
助教
垰 和之
特任助教
小野口（水谷）玲菜
特任助教
川田 健太郎
特任助教
尾関 温子
https://akimitsu.ric.u-tokyo.
ac.jp

熱ストレスを制御する新規核内構造体HiNoCo-body。黄色矢頭で示した緑色の構造が
HiNoCo-body。

RNA分子に着目した遺伝子発現制御のネットワーク解析。RNA分子の機能解明から「デザイナーRNA」コンセプトに立脚した新規
核酸医薬プラットフォームを開発する。
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各生体分子の機能が集積・統合されたシステムとして
生体を理解し、次世代の創薬手法を確立する（薬剤部）

Clinical Pharmacokinetics（The University of Tokyo Hospital）

臨床薬物動態学教室
（医学部附属病院薬剤部）

教授　高田 龍平

1. �脂質・胆汁酸・尿酸などの生体内輸送を制御する分子メカニズムを解明し、それ
らの統合的理解に基づく生活習慣病治療法の確立を目指した研究

2. �骨吸収・骨形成に関わるシグナル分子の動的制御メカニズムを解明し、それらの
統合的理解に基づく骨代謝疾患治療法の確立を目指した研究

3. �創薬段階で意図しなかった分子に対する作用を包括的に考慮した、分子標的抗が
ん剤の薬理・毒性発現メカニズムの定量的理解と、臨床応用および新規創薬手法
の確立を目指した研究

4. �大規模オミクス解析を用いて、薬物の副作用発現に関わる分子メカニズムを解明
し、それらの定量的な理解に基づく副作用発現の予防・治療法の確立を目指した
研究

5. �薬物の体内動態に関連する分子機能の精密な定量化に基づく臨床薬理動態学研究

　これまでの生命科学においては、生体を構成する各種要素を分子レベルまで細分化して機能を明
らかにしていけば、生命活動の全貌を理解することに繋がると考えられてきました。しかしなが
ら、ゲノム解読以降の膨大な情報が蓄積してくるにつれて、各生体要素の分子レベルでの機能と、
生命活動全体において果たしている機能の関係は、単純な一対一対応では理解できないことが判っ
てきました。例えれば、車の重要な部品と思われるあるネジがあったとして、その部品のネジとし
ての機能だけを詳細に調べても、車全体におけるその部品の役割は明らかにならないことに似てい
ます。やはり、数多くの部品がどのように組み上がって全体を構成し、各部品がその中のどこに位
置してどの程度機能し、全体としてどのように動作しているのかを明らかにする必要があり、これ
がすなわち生命活動を「システムとして理解」することに対応していると言えます。薬剤部では、
より確実で効率的な次世代の創薬手法を実現するためには、生体をシステム的に理解することが必
要不可欠であると考えています。創薬標的になり得る複数の候補分子の中から、最も効果的な標的
分子を同定する、あるいは創薬段階の初期において、発現しうる副作用を包括的に予測するなど、
現在では未だ解決困難な問題点に関して、システム薬理学の手法を用いて解決することを目指して
研究を展開しています。

研 究 課 題

講師
山梨 義英
講師
本間 雅
http://plaza.umin.ac.
jp/~todaiyak/
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Laboratory

医薬品ライフタイムマネジメント
－よい薬を創って、ただしく使って、じょうずに育てる－

Drug Lifetime Management
育薬学寄付講座

特任准教授（兼）
佐藤 宏樹
特任助教
柳 奈津代
https://lab.ikuyaku-ut.jp/

客員教授　澤田 康文

1. �高効率な市販後情報収集システムの持続的推進
2. �医薬品に関連するトラブルの予測と製品進化に関する育薬研究
3. �一般市民を対象とした新たな市販後情報収集システム
4. �医療・介護関係者、一般市民に対する医薬品適正使用・育薬のための教育・研修

　大学薬学部は、創薬と「医薬品適正使用・育薬（市販後に医薬品を正しく使って、うまく育てる
こと）」を推進するという社会的使命を背負っています。育薬学寄付講座では、この世に生を受け
た（開発・上市された）医薬品が、その力を十分に発揮し充実した「薬の人生」を送ることができ
るようにする（これを医薬品ライフタイムマネジメントという）ための様々な研究を展開していま
す。

　その概要は、（Ⅰ）医療現場（薬剤師・医師・登録販売者・栄養士）、介護現場（介護・看護ス
タッフ、家族）、在宅（患者・家族、消費者）、製薬会社（ＭＲ、お客様窓口）、医薬品卸会社（Ｍ
Ｓ）における関与者が連携した高効率な市販後情報収集システムを継続的に稼働させ、（Ⅱ）収集
された事例、すなわち市販後情報のデータベース・ライブラリーを構築し、（Ⅲ）収集した市販後
情報のＡＩ・機械学習等を用いた予測解析による医薬品に関連する諸問題（副作用などの症状、使
用勝手や製剤・包装のニーズ、ミス・トラブル事例など）の予測研究を行うことで、（Ⅳ）医療・
介護現場での医薬品適正使用の推進、製薬会社での創薬・育薬の推進、製品の進化に資するととも
に、上記関与者への医薬品適正使用・育薬のための教育・研修に活用し、さらなる育薬の推進を目
指しています。

研 究 課 題

本講座で行っている研究の全体構想
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医療資源の効率的利用を目指し、
自然・社会科学を融合した新たな学問領域を開拓します

Health Economics and Outcomes Research
医薬政策学寄付講座

特任助教
滕 麗達
https://seisaku.f.u-tokyo.ac.
jp

客員准教授　五十嵐 中

1. �医療技術評価（Health Technology Assessment, HTA）の政策応用に関する研究
2. �個別の医薬品・医療機器の医療経済評価に関する研究
3. �持続可能な医療保険制度に関する研究
4. �QOL評価指標に関する研究
5. �価値に基づく保健医療（Value Based Healthcare）に関する研究

　パンデミック禍の中で、医療に関するヒト・モノなどすべてのリソース (医療資源）には限りが
あること、逼迫する医療資源を適正配分することの重要
性が広く認識されました。相次ぐ高額薬剤の上市や、高
齢化の進展にともない、革新的な医療技術の研究開発を
促進しつつ、医療保険制度を維持することが求められて
います。
　価値に見合った保険政策を実現するためには、前提と
して単なる有効性や安全性・経済性だけでなく、生産性
損失や介助者の負担減少など、医療技術の多面的な価値
を明らかにする必要があります。
　薬剤の効率性を評価するには、行政や企業、医療機関、患者など、どの立場から分析を行うかが
重要になります。本講座では、さまざまな立場を考慮しつつ、ヘルスサービスにおける医薬品のあ
り方、その評価を行うための方法論の研究、実際の解析、政策分析などを行い、政策への提言など
社会への還元を目指します。

研 究 課 題

正しい「費用対効果の評価」とは？
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Laboratory

有機化学を基盤とする新技術・発想に基づく、
新たな臨床蛍光医療技術の創成

Fluorescence Chemical Medicine
蛍光医療化学社会連携講座

教授（兼）　浦野 泰照

1. �臨床医学上の課題を解決できる新規蛍光プローブを効率的に探索する方法の確立
2. �臨床診断に応用できる蛍光検出技術の開発およびその周辺課題の解決
3. �上記課題解決に必要な蛍光プローブの最適化を含む基盤研究

　生涯のうちに、日本人の２人に１人が癌に罹患すると言われています。そのため、癌切除手術な
どの外科手術において、より精度の高い病変部位の同定法、患者さんへの侵襲がより少ない手術、
外科医の負担軽減、更なる医療コストの削減などが求められています。更に神経疾患や感染症など
他疾患においても、より精度の高い診断法など、様々な課題があります。本講座では有機化学を基
盤とした蛍光プローブ技術を応用し、
上記の課題解決に寄与できる新たな蛍
光プローブ探索手法の確立と、実際の
プローブのスクリーニングを行い、臨
床医学上のニーズに答えられる「蛍光
ナビゲーションドラッグ」創出を目指
します。また、臨床応用との橋渡しに
必要となる蛍光検出技術およびその周
辺の課題解決を行うとともに、必要に
応じてそれらの過程で求められる蛍光
プローブの最適化を含む基盤研究を行
います。これらの過程では、臨床医学
および企業における創薬開発も視野に
入れた総合的な課題解決が必要となりま
す。このような課題に関わる経験を通じ
て、有機化学の基盤に立つ新しい「蛍光
医療」分野を開拓できる人材を育成しま
す。

研 究 課 題

蛍光医療の実現に向けた研究・技術開発

乳がん手術で摘出されたヒト組織を用いた臨床研究データ。蛍光プローブ
が乳癌組織で過剰発現した酵素と反応し、緑の蛍光増加が観察された。
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悪いタンパク質を分解する新しい薬を創る。

Targeted Protein Degradation
タンパク質分解創薬社会連携講座

教授（兼）
村田 茂穂

特任教授　内藤 幹彦

1. �タンパク質分解を誘導する新しい技術の開発
2. �病気の原因となっているタンパク質を分解するSNIPER化合物の開発

　さまざまな病気のメカニズムを分子レベルで理解できるようになり、病気の原因タンパク質を特
異的に阻害する分子標的薬を合理的に開発する時代になってきました。このようにして開発された
分子標的薬は、病気の治療に大きな成果を挙げています。しかしすべてのタンパク質に対して優れ
た分子標的薬が開発できるわけではありません。特に酵素活性のない細胞内のタンパク質の多く
は、これまでは創薬が難しい標的タンパク質（Undruggable Targets）と考えられてきました。こ
れらUndruggable Targetsに対する新しい創薬技術として、標的タンパク質を特異的に分解する
プロテインノックダウン技術が有望であると考えられています。特にPROTAC、SNIPER等のキメ
ラ型化合物は、任意の標的タンパク質を狙ってこれを分解する化合物を合理的に開発できるため、
次世代の創薬プラットフォーム技術として大きな注目を集めています。
　当研究室では、細胞死阻害タンパク質（IAP）のユビキチンリガーゼ活性を利用して標的タンパ
ク質を分解するSNIPER等のキメラ化合物を独自に開発してきました。このSNIPER技術を基盤とし
て、がん特異的あるいは組織特異的に標的タンパク質を分解する技術など、タンパク質分解を誘導
する新しい技術の開発に取り組んでいます。またこれらの技術を利用して、がん細胞の増殖に必要
なタンパク質を分解する新しい化合物を開発する等、革新的な分子標的薬の開発を目指して創薬研
究を進めています。

研 究 課 題

SNIPER化合物は標的タンパク質のユビキチン化とプロテアソームによる分解を誘導する
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Laboratory

造血幹細胞と造血器腫瘍の研究から
新たな治療法の開発に向けて

Molecular Pharmacology of Malignant 
Diseases
分子腫瘍薬学社会連携講座

1. �薬剤耐性機序の解明
2. �薬剤併用療法の開発
3. �悪性腫瘍治療における免疫活性化療法
4. �クローン性造血におけるT細胞機能の解明

　本研究部では薬剤耐性機序の解明と薬剤耐性を克服
するための併用療法の開発を目指す。Crispr-Aで任意
遺伝子の発現を活性化した細胞を薬剤存在下で培養
し、どの遺伝子の発現が上昇すると薬剤抵抗性になる
かを明らかにする。またこの方法で同定した遺伝子群
のパスウェイ解析を行うことによって薬剤の耐性機序
や作用機序を明らかにする。
　上記の方法で耐性機序を明らかにして、併用療法を
考案する。現在、HDAC阻害剤やDNAメチル化阻害
剤について興味深い研究成果を得つつある。今後は他
の薬剤についても研究範囲を広げていく予定である。
　悪性腫瘍の治療に免疫チェックポイント阻害剤が有
効であることが注目されている。我々のグループで
は、G0マーカーマウスを利用して、１）治療後の慢性
骨髄性白血病（CML）の白血病幹細胞がG0期にあり
PD-L1を発現していること、２）IRAK阻害剤がPD-L1
発現を抑制してチロシンキナーゼ阻害剤（TKI）の治
療効果を増強すること、３）TKIとPD-L1抗体の併用が
マウスCMLモデルに対して劇的な相乗作用をもたらす
ことを報告した。悪性腫瘍の治療には免疫活性化は極
めて重要な戦略であり、薬剤の併用療法との組み合わ
せも含めて有効な新規治療の開発を目指す。
　一方、健常高齢者の１割に白血病関連遺伝子変異を
１つ有するクローン性の造血（CH）が存在することが
注目されている。CHを有する人は造血器腫瘍の発症
率が通常の10倍であり、前白血病状態と言える。興味
深いことに、CHでは動脈硬化性疾患の発症頻度が約
２倍高く、癌患者の4人に1人がCHを有し、CHを有す
る癌患者の予後は有意に悪い。我々はCHの遺伝子変
異を有するT細胞の機能異常が原因である可能性を考
えて研究を進める。

研 究 課 題

特任准教授
榎本 豊
研究員
北村 俊雄

教授（兼）　堀 昌平

図１　Crispr-Aの一種Sun-tag法の原理
　１）DNA切断活性を失ったdCAS9と繰り返し配列

（赤い部分）を複数含むペプチドの融合体、２）その繰り
返し配列を認識する単鎖抗体に転写活性化分子
VP16の４量体（VP64）の融合体を細胞に発現し、プ
ロモーター付近を認識するガイドRNAを加えると任意
遺伝子の発現を人工的に活性化できる。（Marvin et 
al. Cell 2014）

図２　クローン性造血（Clonal hematopoiesis: CH）
　　造血器腫瘍の発症頻度が約10倍、心筋梗塞や
脳梗塞の発症頻度が約2倍であり、後者が生命予後
を悪くする。

図３　研究室リトリート　at 三戸浜、2017年夏



センター長・教授（兼）	 三浦　正幸

教授（兼）	 村田　茂穂
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副センター長・特任教授	 三田　智文
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医療薬学を習得し社会に貢献する人材を育成する
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医療薬学教育センターは、2012年６月に、新しい薬学教育課程における教育・研究体制の充実を目指して、医療薬学
高度教育開発センターとして設置され、2014年４月に、薬学科教育課程（６年制）の更なる充実のため、医療薬学教
育センターに改称されました。現在、実務実習事前学習（薬学実務実習Ⅱ）、薬学共用試験（CBT、OSCE）、実務実
習病院実習（薬学実務実習Ⅲ）、実務実習薬局実習（薬学実務実習Ⅳ）を担当するとともに、教育プログラムの開発
に関する研究を行っています。

国際交流室は薬学系研究科・薬学部の国際交流活動を推進し、留学生や外国人研究者が東京大学や日本で豊かな
生活を送ることができるよう下記の活動を行っています。また、学生の海外留学相談にも応じています。

•	日本への留学についての相談、情報提供
•	海外への留学についての相談、情報提供
•	留学生や外国人研究者の日本での生活についての情報提供や支援、トラブルシューティング
•	勉学上、異文化適応、進路などの相談
•	行事の企画、実施
•	大学間学術交流協定締結、更新の手続き
•	インターンシップ、派遣プログラムなど学生交流の企画、運営

医療薬学教育センター

国際交流室

1. �薬学実務実習に向けたプログラムの開発研究
2. �医療薬学教育プログラムの開発研究
3. �先導的薬剤師の養成に向けた卒後教育プログラムの開発研究

研究課題
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学部での生活 薬学部・薬学系研究科の年間行事 

４月上旬

４月上旬

５月中旬

６月上旬

６月上旬

７月中旬

８〜９月

10月上旬

11月上旬

12月中旬

１月

１〜２月

２〜３月

２月下旬

３月上旬

３月

３月下旬

入進学式、ガイダンス、前期授業と実習の開始

動物施設、RI 施設などの利用講習会

（４年生及び大学院生）

五月祭（３年生が中心）

検見川グランドにて陸上運動会

薬用植物園の見学実習（３年生）

留学生交流会

大学院入試と結果の発表

後期授業と実習の開始

（２年生A1ターム授業開始）

戸田ボートコースにおいて水上運動会

薬学科卒業研究発表会・博士課程論文発表会

薬学共用試験（薬学科４年生）

博士課程論文の審査

修士課程論文の審査

薬剤師国家試験

修士課程論文発表会

学部卒業認定

卒業式、大学院修了式

　薬学部は１学年約80名と、東京大学の部局のなか
では、最も小さなものの一つです。従って、学部在学
者はすぐにお互いに知り合い、先生方とも緊密な関係
を保ちながら講義と実習を受けることになります。薬
学部における講義には主に大学院薬学系研究科の教
授、准教授、専任の講師の先生が担当します。講義は
有機化学や物理化学、生化学・分子生物学や医療薬
学など薬に関する幅広いものです。実習には、助教の
先生方やTAの大学院生も参加します。
　２年生の秋に薬学部への進学が内定すると、月〜金
曜日には本郷キャンパスの薬学部で、専門科目の講義
が始まります。
　３年生になると、午前中は講義、午後は実習という
スケジュールになります。講義は専門性の高いものが
多くなります。３年生の実習は２〜４人の少人数で取
り組みます。
　４年生になると各教室に配属になり、研究の第一線
に参加する薬学卒業実習が生活の中心となります。薬
学部内の教室だけでなく、薬学系研究科の協力教室で
ある医学部附属病院薬剤部で卒業実習を受けることも
できます。
　４年生になり各教室に配属される前、３年生の秋に
４年制の薬科学科または６年制の薬学科を選択するこ

キャンパスライフ
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とになります。薬科学科の場合には一年間の卒業実習
を行い卒業します。薬学科の場合には４年生の後期に
事前学習を受け、１月に薬学共用試験（病院や薬局で
の実務実習を受けるための試験。CBTとOSCE。）を
受け、５年生前期に半年間の実務実習を行います。実
務実習期間以外は配属された教室で二年半の薬学実
習・卒業実習を行います。
　薬学部図書館には必要な書籍や新着学術誌が備えら
れているだけでなく、マルチメディア機器を、誰でも
使用できます。また、薬学図書館１階にはロビーが設
けられ、社交とリラクゼーションの場となっています。
この空間は、進学式やその他の機会に行われる、イン
フォーマルなパーティーの会場ともなります。教室配
属になる以前の３年生は、学生実習室付近のロッカー
室などの施設が使用できます。

　大学院生としての生活は、研究に明け研究に暮れる
ことになります。
　薬学系研究科の各教室及び関連教室（研究所）や
医学部附属病院薬剤部は、何れも世界的にその学問領
域のリーダーとして良く知られているので、本研究科
で大学院生になることは、科学の世界でオリンピック

のナショナルチームに参加する機会を得ることに近い
と思ってよいでしょう。厳しくも生きがいに溢れた充
実した生活が待っています。
　設備などの点でも異例に恵まれた研究環境で実験を
行い、教室のセミナーなどで鍛えられることによって、
世界中で通用する科学者としての第一歩を踏み出すこ
とができます。
　大学院生本人が、国内外の学会、研究会、シンポジ
ウムなどで研究成果をしばしば発表するのは当然のこ
とです。また、在学中に国際的に良く知られた一流学
術誌に論文を掲載することが求められています。

　教職員、事務職員、大学院生、学部学生などの薬学
部・薬学系研究科のメンバーが極めて親密で友好的な
理由は、単に人数が少ないということだけではありま
せん。学部学生を中心とするクラブ活動以外に、陸上
及び水上運動会、その他のスポーツ大会、薬友会総会、
留学生歓迎会等の多くの機会が設けられ、学問以外の
人間関係を育んでいます。これがまた、学問における
幅広い見識と、研究上の新しい展開がもたらされる背
景となっています。

スポーツ大会などのイベント 

大学院での生活 



その他

本学修士課程進学
それ以外の進学
官庁、民間企業など

その他

本学薬学博士課程進学
それ以外の進学
官庁、民間企業など

大学・官庁など

本学博士課程進学
それ以外の進学
民間企業の研究所など

その他 その他

学術振興会特別研究員
民間企業の研究所など
大学・官公庁・国立研究所・
海外留学など
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学部（薬科学科）
卒業者

修士課程修了者学部（薬学科）
卒業者

博士課程修了者
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卒業後の進路

　広い基礎と大きな展開の力を身につけて薬学部を卒業した人への社会的な評価は極めて高く、従って、就
職も比較的容易です。卒業者のほとんどは本学大学院薬学系研究科の修士課程に進みます。学部と大学院の
出身者は、製薬、化学、食品系などの会社、大学、国公立研究所、行政官庁など幅広い分野で活躍していま
す。薬学部を卒業し、薬剤師の国家試験に合格して資格を取得すると、薬事、食品、環境衛生などに関連す
る資格や機会が得られ、社会などへの就職でもほかの学部の卒業者に比べてユニークで有利になります。
　修士課程以上の研究歴を有する人を優先的に採用する傾向が社会的に一層強まっています。定員が100名
の修士課程への入学試験は例年8月に行われ、本学他学部あるいは他大学から志望する人も増えています。
　
　大学院薬学系研究科の修了者の就職は多岐にわたり、博士課程を修了して「博士」の学位を所得すると、
大学や国公立研究機関などアカデミックな分野のみならず、会社の研究部門やプロジェクトなどのリーダー
としての活躍の場が広がります。

卒業後の進路 
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◎ 大学、国公立研究所など
東京大学、大阪大学、和歌山県立医科大学、慶應義塾大学、千葉大学、東
京工業大学、東北大学、日本医科大学、イリノイ大学アーバナシャンペー
ン校、バーゼル大学、中国科学院、中国科学院深圳理工大学、南洋理工
大学、国立がん研究センター病院、マックスプランク研究所、モンペリ
エ分子遺伝学研究所、理化学研究所、医薬品医療機器総合機構、科学技
術振興機構

◎ 官公庁など
厚生労働省、特許庁、警察庁科学警察研究所、千葉県、文京区

◎ 民間企業の研究所など
アサヌマコーポレーション、アサヒビール、アステラス製薬、EAファーマ、
エーザイ、MSD製薬、大塚製薬、小野薬品工業、カネカ、協和キリン、
興和、塩野義製薬、資生堂、シミックファーマサイエンス、信越化学工業、
住友化学、第一三共、第一三共RDノバーレ、大正製薬、大日本住友製薬、
太陽ホールディングス、武田薬品工業、田辺三菱製薬、中外製薬、テク
ノプロ・R＆D社、デュポン、東和薬品、NABLAS、日本新薬株式会社、
日本たばこ産業、日本ロレアル、ノーベルファーマ、ノバルティスファー
マ、ノボノルディスクファーマ、バイエル薬品、HashPort、ペプチドリー
ム、三菱化学、三菱ガス化学、ミルボン、MeijiSeikaファルマ、持田製薬、
リンカル、ワールドインテック

◎ その他
東京大学医学部附属病院、筑波大学附属病院、千葉大学医学部附属病院、
東海大学医学部付属病院、IQVIAサービシーズジャパン、IQVIAソリュー
ションズ、あいおいニッセイ同和損保、Asobica、アビームコンサルティ
ング、ALBERT、イーピーエス、エスアールディ、NTTコミュニケーショ
ンズ、NTTデータフォース、エムスリー、花王、カゴメ、カネカ、キー
エンス、キリンホールディングス、廣貫堂、コーセー、ゴールドマン・サッ
クス、Cygames、ザイオソフト、サントリーホールディングス、サンリオ、
JPモルガン、JAFCO、シンプレクス、住友商事、創英国際特許法律事務
所、TANAKAホールディングス、WDBエウレカ、デロイトトーマツファ
イナンシャルアドバイザリー、東京システム技研、東京電力ホールディ
ングス、東ソー、トライネット、日本総合研究所、日本取引所グループ、
野村総合研究所、Panasonic、パレクセル・インターナショナル、Ｐ＆
Ｇジャパン、PwCコンサルティング、日立医薬情報ソリューション、ファ
イザー・R&D、Finatext、フューチャー、PreferredNetworks、ベイカ
レント・コンサルティング、ボストンコンサルティンググループ、マッ
キンゼーアンドカンパニー、MoneyForward、みずほリサーチ&テクノ
ロ ジ ー ズ、 三 井 住 友 銀 行、 三 井 住 友 信 託 銀 行、 三 井 物 産、
MayoClinicFlorida、明治、ヤフー、大和証券、羊土社、臨海

（2020年3月～2022年3月）

若き先輩からのメッセージ ─活躍する出身者たち─

就職先一覧（学部卒業者、大学院修了者） 

　私は、東京大学理科二類から薬学部に進学し、博士課程
修了までお世話になりました。薬学部・薬学系研究科で過
ごした７年間は宝物のような時間です。
　薬学部のカリキュラムは真に分野横断型です。薬理学な
ど薬学ならではの分野を含めた生物学はもちろん、薬を合
成・分析するための化学や、タンパク質の構造解析などの
物理も学びます。また、医薬政策などの講義もあります。
すべてに精通するのは（私には）難しいですが、多分野に
渡る学びは、その後の進路によらず財産になります。巨大
なシステムである生命は、人が設定した特定の学問分野に
は収まりきらないので、薬学が分野横断型の学問として発
展したのは必然と思えます。学際研究の重要性が指摘され
て久しいですが、薬学は期せずして先進的なコンセプトを
実践し続けてきた学問なのかもしれません。
　脳を知りたいと思った私は、学部4年次の研究室配属で
薬品作用学教室を志望し、その後、博士課程修了まで在籍
しました。脳研究には、その内訳として薬理学・生理学・
分子生物学・解剖学・発生学など様々あるのですが、薬品

作用学はこれらが詰まった「るつぼ」で、大変に楽しい研
究室でした。活気があり、脳に関するあらゆる話題が飛び
交いつつ、各自は専門性の高い研究を推進する、そんな研
究室です。私自身、教員・教室員と文字通り昼夜を問わず
議論をし、随分と鍛えられました。博士課程では教員に相
談もせずに研究テーマを設定し、いま思えばそれを容認し
つつご指導くださった寛容さに感謝しかありませんが、お
陰で思い入れの強い研究を行って、学位を取ることができ
ました。記憶形成のメカニズムと想定されていたシナプス
の構造変化が、実際に、学習中のマウス脳において、すば
やく、しかも神経回路選択的に生じることを見出した研究
です。
　学位取得後、私は、ノルウェー留学を含め4つの大学で
研究をおこない、2022年からは東京大学総合文化研究科
で研究室を主宰する機会に恵まれました。神経活動の大規
模計測や光操作を駆使して、高次脳機能を実現する神経回
路メカニズムを探究しています。良い研究室運営とはどの
ようなものか、薬学系研究科の日々を思い出しつつ、模索
する毎日です。
　自分自身の学びと研究のために100%の時間を投入でき
る期間は、実は、学部・大学院とその後のポスドクなど数
年間に限られます。その時間を唯一無二のものにするた
め、薬学部・薬学系研究科は、昔も今も最高の環境を提供
してくれるものと思います。

若き先輩からのメッセージ─活躍する出身者たち─

東京大学 大学院総合文化研究科
先進科学研究機構 北西研究室

北西　卓磨
2009年3月　博士後期課程修了
薬品作用学教室
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　進路を選ぶはっきりとした理由があったわけではなく、
「生物学、化学どちらも勉強したい」と考えていたため、進
学当時は理学部、工学部と大いに迷いました。最終的により
人体の生命科学を体系だって学びたいと思い、薬学部に進
学しました。
　細胞は増殖や細胞死を通じて個体の恒常性に寄与します
が、これらの過程に何らかの変化を生じ、個体の表現型とし
て表出することがあります。このうち特に疾患に着目して整
理、研究する分野に病理学があり、大学院ではこのうち神経
病理学と呼ばれる分野において研究を行いました。2000年
代後半から遺伝学による大規模な疾患研究が報告されるよ
うになり、孤発性疾患においても遺伝子を中心とした研究が
盛んになりました。大学院では、アルツハイマー病をはじめ
とした神経変性疾患について、これらの遺伝学的な知見を基
にその病理の詳細を明らかにすることに取り組みました。
　修士、博士課程を通じて自由に実験、研究に取り組めたこ

　進振りを前に特にやりたいこともなかった私は、なんとなく化
学系の学部を探しました。工学部の化学系学科も考えました
が、「製薬業界や化粧品業界など幅広く就職先を選べそう」と
いう進路面と「建物が新しくて綺麗。女子も多くて全体的に華
やか。運動会も楽しそう」という生活面に魅力を感じ、薬学部を
進学先に選びました。正直、薬学に興味があったわけではない
です。
　薬学部に入ると、授業に加えて各研究室が主催する学生実
習に参加します。学部四年生から入る研究室に細胞情報学教室
を選んだのは、実習を担当する研究室の学生がみんな爽やか
で、教授の一條先生も明るくて話しやすかったからです。暗記
が苦手で高校生物を選択しなかった私が生物系の研究室に入
るとは全く予想していませんでしたが、振り返れば、有機化学の
授業についていけなくなった一方で、大学生物が暗記よりも数
学の証明に似た論理ゲームの要素が強くて楽しいと思い始めた
こともこの選択を後押しした気がします。

とは非常に得難い経験でした。研究の現場の外では、どこか
で発表された成果は新聞などで取りざたされるまで実感がわ
かないものですが、CRISPRが発表されて間もないころ、指
導教官がプラスミドを手配してくださり、迅速に実験の準備
が整ったことを憶えています。他、大学院生を対象としたプ
ログラムにおいて、研究に派生して学際的な交流や海外大
学・学会での発表などの多様な機会をいただきました。
　卒業後小野薬品工業に研究職として入社し、引き続き神
経疾患領域の研究に携わっています。研究所では最先端の
研究の実践的な理解を必要としますが、必要とされる範囲は
幅広く、それらを自身の手で検証する時間はありません。自
身の今までの経験を基に、論文や発表から研究の背景や方
法論を理解し、不明な点を的確に質問し全体像を把握するこ
とが求められます。大学院時代に得た方法論、原理、背景の
知見は、この役職を果たす上でなくてはならないものです。
　入社して驚いたことの一つに、メーカーの研究所も要求に
応じて方向性を大きく変えることにあります。新型コロナウ
イルスに関わる対策等もあり、現在は勤務の半数ほどは在宅
ですが、これも想像もしていなかったことの一つです。皆さ
んが進路やキャリアを選ぶにあたり悩ましいことは多々あろ
うとは思いますが、どれを選んだとしても学び、新しい物事
を取り入れ続けることになるだろうと思います。今後の皆さ
んの挑戦を応援しております。

　学部四年生の時にある分子がウイルス感染への免疫応答に
おいて機能することを発見した私は、修士課程修了までの三年
間その詳細な機構の解析に従事しました。研究は論文を参考に
しつつ考えた仮説を自らの実験で検証する作業の繰り返しで
す。他人にやれと言われたことをやるのが極端に苦手な私なの
で、自分の頭で徹底的に考えて実験計画を立てて自由に研究を
する機会を与えてくれた先生や先輩には感謝しています。
　修士課程を終えた私は国内の製薬会社に就職しましたが、二
年後に退職してアメリカの大学院博士課程に行きました。七年
かけて免疫学の博士号を取得した私は、縁あって今ではアメリ
カの製薬企業で研究員をしています。未だ治療薬がない疾患に
ついて新たな創薬標的を考え、実験でその是非を評価する仕事
です。チームで仕事をする以上完全に自由というわけにはいきま
せんが、上司に恵まれてある程度好き勝手に研究させてもらっ
ています。アメリカでも、東大薬学部の研究生活で鍛えられた
主体的な研究遂行力が活きています。
　私は意識が高い方ではなく、今でも生物や創薬が好きかと聞
かれればそんなことはないです。ただ直感的に「この人たちの環
境に混ざりたい」と思った方に進んだ結果、今も楽しく生活して
います。これを読んでいるあなたも、確固たる夢や興味はなくと
も直感での好き嫌いはあるはずです。その直感に耳を傾けてく
ださい。理由なんて後付けですから。あなたがその直感で東大
薬学部を選んだなら、決して後悔しないことを約束します。

小野薬品工業株式会社
研究本部�  
ニューロロジー研究センター�  
研究提携課

海老沼　五百理
2019年3月　博士後期課程修了
機能病態学教室

AbbVie
The Transformational and 
Translational Immunology 
Discovery at Cambridge 
Research Center

モサラネジャッド　健太
2013年3月　修士課程修了
細胞情報学教室
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　薬学図書館は創薬化学研究に特化した薬学部・大学院薬学系研究科の研究・学習に資するため、薬学のほか有機
化学、物理化学、生化学・分子生物学等の分野の資料も収集しています。図書、雑誌のほか薬学系研究科博士論文も
所蔵し、開かれた専門図書館として学内外の多くの学生・研究者に利用されています。
　４階建ての建物のうち１階のロビーでは自由にグループ学習ができ、２、３階の図書館閲覧室では静けさに包まれた
空間の中、落ち着いて勉強することができます。閲覧室の開室時間は平日９時～17時ですが、薬学部・大学院薬学系
研究科の学生は開室時間外でも入室して館内の資料を利用することができます。
　４階の情報室には教育用計算機システムの端末が19台あり、レポートや論文を作成することができます。また、閲覧
室と情報室では学内無線LANサービス「UTokyo WiFi」も利用できます。
　本学には当館のほかにも総合図書館、医学図書館等、多数の図書館・室があり、多くの学生は当館のみでなく、他
の図書館・室も上手に活用しています。

薬学図書館� http://www.lib.f.u-tokyo.ac.jp/
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会友顧問	 宇　井　理　生

会　　長	 小　林　利　彦

副 会 長 	 柴　﨑　正　勝

副 会 長 	 中　垣　俊　郎

副 会 長 	 船　津　高　志

副 会 長 	 三　浦　正　幸

顧　　問	 廣　部　雅　昭

顧　　問	 国　枝　武　久

顧　　問	 庄　田　　　隆

顧　　問	 手代木　　　功

顧　　問	 花　井　陳　雄

顧　　問	 三津家　正　之

評 議 員 	 永　井　恒　司

評 議 員 	 嶋　田　一　夫
運営委員	 後　藤　忠　良

運営委員	 西　島　正　弘

運営委員	 林　　　正　弘

運営委員	 高　柳　輝　夫

運営委員	 豊　島　　　聰

運営委員	 入　村　達　郎

運営委員	 内　海　英　雄

運営委員	 杉　山　雄　一

運営委員	 長　野　哲　雄

運営委員	 澤　田　康　文

運営委員	 関　水　和　久

運営委員	 松　木　則　夫

運営委員	 廣　川　和　憲

運営委員	 太　田　　　茂

運営委員	 新　井　洋　由

運営委員	 合　田　幸　広

運営委員	 横　山　祐　作

運営委員	 佐々木　茂　貴

運営委員	 小　野　俊　介

運営委員	 冨　田　章　弘

運営委員	 武　田　　　健

運営委員	 笠　原　　　忠

運営委員	 川　西　　　徹

運営委員	 浦　野　泰　照

運営委員	 楠　原　洋　之

運営委員	 内　山　真　伸

運営委員	 矢　守　隆　夫

運営委員	 森　　　和　彦

運営委員	 富　永　俊　義

運営委員	 鈴　木　洋　史

運営委員	 後　藤　由季子

運営委員	 井　上　将　行

運営委員	 富　田　泰　輔

運営委員	 桝　田　祥　子

運営委員	 平　野　圭　一

運営委員	 奥　　　直　人

運営委員	 山　本　武　人

運営委員	 佐　藤　大　作

運営委員	 一　條　秀　憲

監　　事	 桐　野　　　豊

監　　事	 野　島　庄　七

監　　事	 堅　田　利　明

学生幹事	 木　地　陸　揮

学生幹事	 道　正　咲　子

(広報担当顧問)

薬友会

東大薬友会　役員一覧（2022.10.15現在）

東京大学薬友会は東京大学薬学部生並びに卒業生、東京大学大学院薬学系研究科大学院生並びに修了生、東京
大学薬学部教職員および研究生などが会員となり、会員相互の親睦及び文化・教養の向上に資することを目的に設立
された同窓会組織です。現在の主な活動としては、総会の開催、夏期役員会、部活動の後援、機関誌「薬友」の発行
（毎年）、会員名簿の管理、進学予定者歓迎会や進学・卒業祝賀パーティーの援助などです。
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　1869（明治２）年、明治新政府はドイツ医
学の採用を決定し、ドイツ北部連邦公使に２
名の医学教師の派遣を要請した。1871（明
治４）年８月、ミュルレル（陸軍上等軍医正・
外科）とホフマン（海軍軍医正・内科）が来日
し、下谷和泉橋の東校（東京大学医学部の前
身）に着任した。
　ミュルレルは1824年ドイツのマインツ生まれ。ボン大学とベ
ルリン大学で医学を学び、プロシア陸軍軍医学校教官、普仏戦争
では野戦病院長を務めた。文部卿（大臣）直属のミュルレルとホ
フマンはわが国の医学教育に全権をもち、過酷なまでに峻厳な
改革を行った。約300名の東校の在学生は59名を残して退学と
し、新たに予科３年（翌年２年に変更）、本科５年の課程を定めた。
　また「薬学」は医学と密接に連携する自然科学の独立分科で
あるとし、製薬学校設立を提案した。これにより1873（明治６）
年第一大学区医学校に製薬学科（東京大学薬学部の前身）が設
置された。ミュルレルは３年間の契約終了後、1875（明治８）年
に帰国、1893年にベルリンで没した。三回忌にあたる1895（明
治28）年10月、日本の医学・薬学の恩人として、胸像（制作　藤
田文蔵）を設置した。胸像は戦後盗難にあったが、1975（昭和
50）年に復元された。

　1853（嘉永６）年尾張犬山で生まれた博
士は、1870（明治３）年犬山藩の貢進生に
選ばれ大学南校（東京大学の前身）に入学
した。1873（明治６）年９月学則の改正によ
り、第一大学区医学校製薬学科（東京大学
薬学部の前身）に転学し、1878（明治11）年
３月同学科の一期生として卒業、医学部第
一回学位授与式では卒業生を代表して答辞
を朗読した。
　博士は1886（明治19）年、かつて３年間留学したドイツのス
トラスブルク大学より　Doktor der Philosophie、1899（明
治32）年にはわが国の薬学博士第１号を授与された。
　博士は1881（明治14）年医学部助教授、1887（明治20）年医
科大学薬学科教授、1893（明治26）年薬学第一講座（生薬学）
教授として、教育・研究に尽力されると同時に、東京薬学会（現
日本薬学会）の創立や、私財を投じた薬草園（是好薬園）の開
設等を通し、後輩の育成にあたった。
　博士は、在職中の1912（明治45）年２月急逝。先生を偲ぶた
めに1913（大正２）年薬学科教室玄関脇に銅像（制作　武石弘
三郎）を設置した。

レオポルド・ミュルレル 下山　順一郎

Dr. Leopold Müller
（1824 -1893） しもやま じゅんいちろう

（1853-1912）

薬学部・薬学系研究科 アクセスマップ
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［表紙説明］

左：末梢リンパ組織の制御性T細胞のシングルセルRNA-seq解析
右：脾臓のCD4陽性T細胞のフローサイトメトリー解析

東京大学薬学部
大学院薬学系研究科への招待

東京大学薬学部教務委員会
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